
幸せ実る暮らしへ あなたと農の橋渡し

JA尾道市 検索

▼ホームページはこちらから

JA尾道市は持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向け取り組みます。

特集
今年度も一年間ＪＡ尾道市広報誌
「ええＪＡん！おのみち」をご愛読いただき
ありがとうございました。

2025

No.448
3

JA尾道市は持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向け取り組みます。

幸せ実る暮らしへ あなたと農の橋渡し

JA尾道市 検索

▼ホームページはこちらから

2024

No.441
8

因島のジャンボピーマン「ニューエース」出荷始まる → 9ページ

職員のイチオシ！
因島のはっさくゼリー・シャーベットの
アレンジレシピをご紹介！

特集
JA尾道市は持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向け取り組みます。

幸せ実る暮らしへ あなたと農の橋渡し

JA尾道市 検索

▼ホームページはこちらから

2024

No.442
9

世羅なし出荷が始まるセレモニーを開催
尾道ブランド認証農産物のいちじく「蓬莱柿」出荷始まる

→ 8ページ
→ 9ページ

各地区で総代会報告会を開催
農業経営を学ぶ
ひろしま農業経営者学校「わけぎ産地講座」開講

特集
JA尾道市は持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向け取り組みます。

幸せ実る暮らしへ あなたと農の橋渡し

JA尾道市 検索

▼ホームページはこちらから

2024

No.443
10

特集

世羅地区の米の出荷始まる例年通り品質良好 → 8ページ

子どもたちの未来に食の安全をつなぐ

国
こく

消
しょう

国
こく

産
さん

JA尾道市は持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向け取り組みます。

幸せ実る暮らしへ あなたと農の橋渡し

JA尾道市 検索

▼ホームページはこちらから

2024

No.444
11

特集

RCCテレビ番組「つなぐ大地の絆-Baton-」管内で農業に取り組む人 を々発信 → 10ページ

農地の貸し借りについて

JA尾道市は持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向け取り組みます。

幸せ実る暮らしへ あなたと農の橋渡し

JA尾道市 検索

▼ホームページはこちらから

2024

No.445
12

特集

因島レモンの出荷始まる → 8ページ

第49回
「ごはん・お米とわたし」
作文・図画広島県コンクール

幸せ実る暮らしへ あなたと農の橋渡し

JA尾道市 検索

▼ホームページはこちらから

JA尾道市は持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向け取り組みます。

特集 新年のごあいさつ
ええじゃん尾道 冬の大感謝祭を開催
農産物品評会・展示会を開催

2025

No.446
1

幸せ実る暮らしへ あなたと農の橋渡し

JA尾道市 検索

▼ホームページはこちらから

JA尾道市は持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向け取り組みます。

特集 因島農産物品評会・展示会を開催
なぜ上がったの？お米の値段。

2025

No.447
2

今回の特集は、今年度の特集を振り返ってみました。 → ２ページ

JA尾道市は持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向け取り組みます。

幸せ実る暮らしへ あなたと農の橋渡し

JA尾道市 検索

▼ホームページはこちらから

2024

No.438
5

アスパラガスの出荷始まる → 8ページ

新規就農者の育成を支援
尾道わけぎ産地新規就農支援協議会設立

第81回尾道みなと祭
第22回ええじゃんSANSA・がり踊りコンテストに「JAええじゃん元気隊」として出場！特集

JA尾道市は持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向け取り組みます。

幸せ実る暮らしへ あなたと農の橋渡し

JA尾道市 検索

▼ホームページはこちらから

2024

No.439
6

TSSテレビ「ひろしま満点ママ」の番組企画に管内生産者が出演 → 11ページ

「因島のはっさくシャーベット」ＣＭ放送中!!

耕畜連携・資源循環ブランド
「３-Ｒ」について知ろう特集

JA尾道市は持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向け取り組みます。

幸せ実る暮らしへ あなたと農の橋渡し

JA尾道市 検索

▼ホームページはこちらから

2024

No.440
7

種なしブドウ「デラウェア」出荷最盛期を迎える → 10ページ

新役員の紹介
第５8回 ＪＡ尾道市 通常総代会開催特集

JA尾道市は持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向け取り組みます。

幸せ実る暮らしへ あなたと農の橋渡し

JA尾道市 検索

▼ホームページはこちらから

2024

No.437
4

特集
新入職員紹介

わけぎ部会が第5回わけぎ祭を開催 → 9ページ

ＪＡ尾道市 サクラオＢ＆Ｄと協定を結ぶ



特集

新入職員紹介

令和６年度に入組した職員を紹介しました。

JA尾道市
サクラオB&Dと協定を結ぶ

JA尾道市は（株）サクラオB&Dからウイスキー原料に用いる
大麦品種の提供を依頼されたことをきっかけに、大麦等世羅
地域振興に関する協定を締結しました。

JA尾道市は持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向け取り組みます。

幸せ実る暮らしへ あなたと農の橋渡し

JA尾道市 検索

▼ホームページはこちらから

2024

No.437

4

特集 新入職員紹介
わけぎ部会が第5回わけぎ祭を開催 → 9ページ

ＪＡ尾道市 サクラオＢ＆Ｄと協定を結ぶ

４月号
No.437

第22回ええじゃんSANSA・
がり踊りコンテスト出場

尾道みなと祭に「JAええじゃん元気隊」としてコンテストに出
場しました。多くの方にご声援いただきながら、元気いっぱ
い踊りました。

新規就農者の育成を支援
尾道わけぎ産地新規就農支援協議会設立

尾道わけぎ産地新規就農支援協議会が設立されました。規約
の制定では、「農地確保に資するための農地情報の集積と調
整」など４つの目標を達成することを掲げました。

JA尾道市は持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向け取り組みます。

幸せ実る暮らしへ あなたと農の橋渡し

JA尾道市 検索

▼ホームページはこちらから

2024

No.438

5

アスパラガスの出荷始まる → 8ページ新規就農者の育成を支援尾道わけぎ産地新規就農支援協議会設立

第81回尾道みなと祭第22回ええじゃんSANSA・がり踊りコンテストに「JAええじゃん元気隊」として出場！

特集

５月号
No.438

今
年
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も
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間
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広
報
誌
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読
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た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
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ま
し
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今
回
の
特
集
は
、
今
年
度
の
特
集
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

耕畜連携・資源循環ブランド
「3-R」について知ろう

JA尾道市では、JA全農ひろしまと連携し様々な体験会を通じ
て資源循環型農業の大切さや、農地の維持が環境保全につな
がっていることなどを学んでいただくことを目的としています。

令和６年度「因島のはっさくシャーベット」
テレビＣＭ放送中

因島の漁港を舞台に、はっさくシャーベットにレモン果汁が
加わったことを演出しています。

JA尾道市は持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向け取り組みます。

幸せ実る暮らしへ あなたと農の橋渡し

JA尾道市 検索

▼ホームページはこちらから

2024

No.439

6

TSSテレビ「ひろしま満点ママ」の番組企画に管内生産者が出演 → 11ページ

「因島のはっさくシャーベット」ＣＭ放送中!!

耕畜連携・資源循環ブランド「３-Ｒ」について知ろう
特集

６月号
No.439

第58回　通常総代会開催

総代（代理人・書面議決含む）485名が出席し、第１号議案か
ら第９号議案の全議案が可決・承認されました。

新役員の紹介

第58回通常総代会において新しい役員が選任され、その後理
事会および監事会を開催し、常勤役員、代表監事を選出しま
した。

JA尾道市は持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向け取り組みます。

幸せ実る暮らしへ あなたと農の橋渡し

JA尾道市 検索

▼ホームページはこちらから

2024

No.440

7

種なしブドウ「デラウェア」出荷最盛期を迎える → 10ページ
新役員の紹介

第５8回 ＪＡ尾道市 通常総代会開催
特集

７月号
No.440

https://ja-onomichi.or.jp/kouhou

広報誌のバックナンバー
を、JA尾道市ホームペー
ジに掲載しています。詳
しくはこちらよりご覧く
ださい。

生産者が大切に育てた自信作を出品　
因島農産物品評会・展示会を開催
因島の生産者が大切に育てた自信作が７品目122
点展示され、出品した生産者や地域の方が多数来
場し、並んだ色とりどりの農産物に見入っていま
した。

なぜ上がったの？お米の値段

今年度のお米の値上がりの背景を特集しました。

幸せ実る暮らしへ あなたと農の橋渡し

JA尾道市 検索

▼ホームページはこちらから

JA尾道市は持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向け取り組みます。

特集 因島農産物品評会・展示会を開催なぜ上がったの？お米の値段。

2025

No.447

2

２月号
No.447

新年のごあいさつ

村上俊二組合長が新年の抱負を語りました。

ええじゃん尾道
冬の大感謝祭を開催

冬の大感謝祭には、約5,000人もの方々にご来
場いただき、どのブースも沢山の来場者で賑わ
い、会場はおおいに盛り上がっていました。

生産者が大切に育てた自信作を出品
農産物品評会・展示会を開催

管内の生産者が大切に育てた自信作が21品目
270点展示され、出品した生産者や地域の方が
多数来場し、並んだ色とりどりの農産物に見入っ
ていました。

幸せ実る暮らしへ あなたと農の橋渡し

JA尾道市 検索

▼ホームページはこちらから

JA尾道市は持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向け取り組みます。

特集 新年のごあいさつええじゃん尾道 冬の大感謝祭を開催農産物品評会・展示会を開催

2025

No.446

1

１月号
No.446

各地区で総代会報告会を開催

全10会場で組合員約300人が参加されました。質
疑応答では、多数のご意見・ご要望をいただきま
した。

農業経営を学ぶ　ひろしま農業経営者
学校「わけぎ産地講座」開講

この講座は、産地の将来についての見通しを立て、
産地としての課題を洗い出し、最終的には戦略に
基づく個人の取り組みについても検討する内容で
全８回開催しました。

JA尾道市は持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向け取り組みます。

幸せ実る暮らしへ あなたと農の橋渡し

JA尾道市 検索

▼ホームページはこちらから

2024

No.442

9

世羅なし出荷が始まるセレモニーを開催
尾道ブランド認証農産物のいちじく「蓬莱柿」出荷始まる

→ 8ページ
→ 9ページ

各地区で総代会報告会を開催農業経営を学ぶひろしま農業経営者学校「わけぎ産地講座」開講

特集

９月号
No.442

職員のイチオシ！因島のはっさくゼリー・
シャーベットのアレンジレシピをご紹介！
そのまま食べても美味しいはっさくゼリー・シャー
ベットですが、職員が考案した簡単に作れるはっさく
ゼリー・シャーベットを使用したアレンジレシピをご
紹介しました。

８月号
No.441

JA尾道市は持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向け取り組みます。

幸せ実る暮らしへ あなたと農の橋渡し

JA尾道市 検索

▼ホームページはこちらから

2024

No.441

8

因島のジャンボピーマン「ニューエース」出荷始まる → 9ページ
職員のイチオシ！因島のはっさくゼリー・シャーベットのアレンジレシピをご紹介！

特集

子どもたちの未来に
食の安心をつなぐ「国消国産」
10・11月は国消国産月間という
ことで「国消国産」について「日本の
農業を応援し、未来の子どもたち
に「食」をつなぐために」をテーマに
特集しました。

JA尾道市は持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向け取り組みます。

幸せ実る暮らしへ あなたと農の橋渡し

JA尾道市 検索

▼ホームページはこちらから

2024

No.443

10

特集

世羅地区の米の出荷始まる例年通り品質良好 → 8ページ
子どもたちの未来に食の安全をつなぐ国

こく

消
しょう

国
こく

産
さん

10月号
No.443

第49回「ごはん・お米とわたし」
作文・図画広島県コンクール

広島県の小・中学校から作文317点、図画738点の応
募がありました。JA尾道市管内からは24点が入賞し、
そのうち図画２点、作文２点が広島県特選に選ばれま
した。

JA尾道市は持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向け取り組みます。

幸せ実る暮らしへ あなたと農の橋渡し

JA尾道市 検索

▼ホームページはこちらから

2024

No.445

12

特集 因島レモンの出荷始まる → 8ページ

第49回
「ごはん・お米とわたし」作文・図画広島県コンクール

12月号
No.445

農地の貸し借りについて

農地の有効活用は、地域農業の活性化につながる重要
な課題です。この特集では、農地の貸し借りを円滑に
進めるための制度を紹介しました。

JA尾道市は持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向け取り組みます。

幸せ実る暮らしへ あなたと農の橋渡し

JA尾道市 検索

▼ホームページはこちらから

2024

No.444

11

特集

RCCテレビ番組「つなぐ大地の絆-Baton-」管内で農業に取り組む人 を々発信 → 10ページ農地の貸し借りについて

11月号
No.444

2



特集

新入職員紹介

令和６年度に入組した職員を紹介しました。

JA尾道市
サクラオB&Dと協定を結ぶ

JA尾道市は（株）サクラオB&Dからウイスキー原料に用いる
大麦品種の提供を依頼されたことをきっかけに、大麦等世羅
地域振興に関する協定を締結しました。

JA尾道市は持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向け取り組みます。

幸せ実る暮らしへ あなたと農の橋渡し

JA尾道市 検索

▼ホームページはこちらから

2024

No.437

4

特集 新入職員紹介
わけぎ部会が第5回わけぎ祭を開催 → 9ページ

ＪＡ尾道市 サクラオＢ＆Ｄと協定を結ぶ

４月号
No.437

第22回ええじゃんSANSA・
がり踊りコンテスト出場

尾道みなと祭に「JAええじゃん元気隊」としてコンテストに出
場しました。多くの方にご声援いただきながら、元気いっぱ
い踊りました。

新規就農者の育成を支援
尾道わけぎ産地新規就農支援協議会設立

尾道わけぎ産地新規就農支援協議会が設立されました。規約
の制定では、「農地確保に資するための農地情報の集積と調
整」など４つの目標を達成することを掲げました。

JA尾道市は持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向け取り組みます。

幸せ実る暮らしへ あなたと農の橋渡し

JA尾道市 検索

▼ホームページはこちらから

2024

No.438

5

アスパラガスの出荷始まる → 8ページ新規就農者の育成を支援尾道わけぎ産地新規就農支援協議会設立

第81回尾道みなと祭第22回ええじゃんSANSA・がり踊りコンテストに「JAええじゃん元気隊」として出場！

特集

５月号
No.438

今
年
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も
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年
間
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尾
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広
報
誌
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た
だ
き
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が
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う
ご
ざ
い
ま
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今
回
の
特
集
は
、
今
年
度
の
特
集
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

耕畜連携・資源循環ブランド
「3-R」について知ろう

JA尾道市では、JA全農ひろしまと連携し様々な体験会を通じ
て資源循環型農業の大切さや、農地の維持が環境保全につな
がっていることなどを学んでいただくことを目的としています。

令和６年度「因島のはっさくシャーベット」
テレビＣＭ放送中

因島の漁港を舞台に、はっさくシャーベットにレモン果汁が
加わったことを演出しています。

JA尾道市は持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向け取り組みます。

幸せ実る暮らしへ あなたと農の橋渡し

JA尾道市 検索

▼ホームページはこちらから

2024

No.439

6

TSSテレビ「ひろしま満点ママ」の番組企画に管内生産者が出演 → 11ページ

「因島のはっさくシャーベット」ＣＭ放送中!!

耕畜連携・資源循環ブランド「３-Ｒ」について知ろう
特集

６月号
No.439

第58回　通常総代会開催

総代（代理人・書面議決含む）485名が出席し、第１号議案か
ら第９号議案の全議案が可決・承認されました。

新役員の紹介

第58回通常総代会において新しい役員が選任され、その後理
事会および監事会を開催し、常勤役員、代表監事を選出しま
した。

JA尾道市は持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向け取り組みます。

幸せ実る暮らしへ あなたと農の橋渡し

JA尾道市 検索

▼ホームページはこちらから

2024

No.440

7

種なしブドウ「デラウェア」出荷最盛期を迎える → 10ページ
新役員の紹介

第５8回 ＪＡ尾道市 通常総代会開催
特集

７月号
No.440

https://ja-onomichi.or.jp/kouhou

広報誌のバックナンバー
を、JA尾道市ホームペー
ジに掲載しています。詳
しくはこちらよりご覧く
ださい。

生産者が大切に育てた自信作を出品　
因島農産物品評会・展示会を開催
因島の生産者が大切に育てた自信作が７品目122
点展示され、出品した生産者や地域の方が多数来
場し、並んだ色とりどりの農産物に見入っていま
した。

なぜ上がったの？お米の値段

今年度のお米の値上がりの背景を特集しました。

幸せ実る暮らしへ あなたと農の橋渡し

JA尾道市 検索

▼ホームページはこちらから

JA尾道市は持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向け取り組みます。

特集 因島農産物品評会・展示会を開催なぜ上がったの？お米の値段。

2025

No.447

2

２月号
No.447

新年のごあいさつ

村上俊二組合長が新年の抱負を語りました。

ええじゃん尾道
冬の大感謝祭を開催

冬の大感謝祭には、約5,000人もの方々にご来
場いただき、どのブースも沢山の来場者で賑わ
い、会場はおおいに盛り上がっていました。

生産者が大切に育てた自信作を出品
農産物品評会・展示会を開催

管内の生産者が大切に育てた自信作が21品目
270点展示され、出品した生産者や地域の方が
多数来場し、並んだ色とりどりの農産物に見入っ
ていました。

幸せ実る暮らしへ あなたと農の橋渡し

JA尾道市 検索

▼ホームページはこちらから

JA尾道市は持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向け取り組みます。

特集 新年のごあいさつええじゃん尾道 冬の大感謝祭を開催農産物品評会・展示会を開催

2025

No.446

1

１月号
No.446

各地区で総代会報告会を開催

全10会場で組合員約300人が参加されました。質
疑応答では、多数のご意見・ご要望をいただきま
した。

農業経営を学ぶ　ひろしま農業経営者
学校「わけぎ産地講座」開講

この講座は、産地の将来についての見通しを立て、
産地としての課題を洗い出し、最終的には戦略に
基づく個人の取り組みについても検討する内容で
全８回開催しました。

JA尾道市は持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向け取り組みます。

幸せ実る暮らしへ あなたと農の橋渡し

JA尾道市 検索

▼ホームページはこちらから

2024

No.442

9

世羅なし出荷が始まるセレモニーを開催
尾道ブランド認証農産物のいちじく「蓬莱柿」出荷始まる

→ 8ページ
→ 9ページ

各地区で総代会報告会を開催農業経営を学ぶひろしま農業経営者学校「わけぎ産地講座」開講

特集

９月号
No.442

職員のイチオシ！因島のはっさくゼリー・
シャーベットのアレンジレシピをご紹介！
そのまま食べても美味しいはっさくゼリー・シャー
ベットですが、職員が考案した簡単に作れるはっさく
ゼリー・シャーベットを使用したアレンジレシピをご
紹介しました。

８月号
No.441

JA尾道市は持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向け取り組みます。

幸せ実る暮らしへ あなたと農の橋渡し

JA尾道市 検索

▼ホームページはこちらから

2024

No.441

8

因島のジャンボピーマン「ニューエース」出荷始まる → 9ページ
職員のイチオシ！因島のはっさくゼリー・シャーベットのアレンジレシピをご紹介！

特集

子どもたちの未来に
食の安心をつなぐ「国消国産」
10・11月は国消国産月間という
ことで「国消国産」について「日本の
農業を応援し、未来の子どもたち
に「食」をつなぐために」をテーマに
特集しました。

JA尾道市は持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向け取り組みます。

幸せ実る暮らしへ あなたと農の橋渡し

JA尾道市 検索

▼ホームページはこちらから

2024

No.443

10

特集

世羅地区の米の出荷始まる例年通り品質良好 → 8ページ
子どもたちの未来に食の安全をつなぐ国

こく

消
しょう

国
こく

産
さん

10月号
No.443

第49回「ごはん・お米とわたし」
作文・図画広島県コンクール

広島県の小・中学校から作文317点、図画738点の応
募がありました。JA尾道市管内からは24点が入賞し、
そのうち図画２点、作文２点が広島県特選に選ばれま
した。

JA尾道市は持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向け取り組みます。

幸せ実る暮らしへ あなたと農の橋渡し

JA尾道市 検索

▼ホームページはこちらから

2024

No.445

12

特集 因島レモンの出荷始まる → 8ページ

第49回
「ごはん・お米とわたし」作文・図画広島県コンクール

12月号
No.445

農地の貸し借りについて

農地の有効活用は、地域農業の活性化につながる重要
な課題です。この特集では、農地の貸し借りを円滑に
進めるための制度を紹介しました。

JA尾道市は持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向け取り組みます。

幸せ実る暮らしへ あなたと農の橋渡し

JA尾道市 検索

▼ホームページはこちらから

2024

No.444

11

特集

RCCテレビ番組「つなぐ大地の絆-Baton-」管内で農業に取り組む人 を々発信 → 10ページ農地の貸し借りについて

11月号
No.444

組合員のみなさまへ 組合員のみなさまの住所・氏名・資格等の変更、または相続等があった場合は異動手続きが必要となりますので、最寄りの本店・支店・出張所に
ご相談のうえ手続きをお願いいたします。
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今
年
の
冬
は
、
10
年
に
一
度
の
寒
波
が
到
来

し
、
南
部
地
域
で
も
積
雪
を
観
測
す
る
な
ど
、

近
年
ま
れ
に
み
る「
寒
い
冬
」と
な
り
ま
し
た
。

【
越
冬
害
虫
】

　
冬
季
気
温
が
低
く
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

越
冬
害
虫
が
急
激
に
減
少
す
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
昨
年
、
全
国
的
に
多
発
し
た「
カ
メ

ム
シ
類
」に
は
引
き
続
き
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
種
子
の
休
眠
】

　
登
熟
期
の
高
温
の
影
響
に
よ
り
、
７
年
播
種

用
種
子
に
お
い
て
休
眠
が
深
く
、
発
芽
が
遅
延

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」は

こ
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、注
意
が
必
要
で
す
。

　
浸
種
時
の
水
温
は
、通
常
10
〜
15
℃
で
す
が
、

万
一
10
℃
を
下
回
っ
た
場
合
、
種
子
が
再
休
眠

に
突
入
し
、
発
芽
の
揃
い
が
悪
く
な
り
ま
す
。

　
水
温
が
10
℃
を
下
回
る
こ
と
の
な
い
よ
う
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
種
子
の
充
実
不
足
】

　
休
眠
と
同
様
に
、
高
温
下
で
登
熟
し
た
種
子

が
充
実
不
足（
粒
張
り
が
悪
く
軽
い
）と
な
っ
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
自
体
が
発
芽
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
塩
水
選
の
際
に
浮

遊
す
る
種
子
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
対
策
と
し
て
は
、塩
水
選
時
の
塩
分
濃
度（
通

常
は
比
重
１
・
13
）を
下
げ
、
種
子
の
必
要
量

を
確
保
で
き
る
よ
う
調
整
し
て
く
だ
さ
い
。

【
早
い
品
種
で
は
、
苗
づ
く
り
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。】

　
今
一
度
、
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

◆
①
塩
水
選

　
塩
水
選
は
、
病
原
菌
に
汚
染
さ
れ
た
籾
や
、

登
熟
の
悪
い
籾
を
取
り
除
く
作
業
で
す
。

　
作
業
後
は
丁
寧
に
水
洗
い
を
行
い
、
塩
分
を

十
分
に
洗
い
流
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
②
種
子
消
毒

　
農
薬
を
使
用
す
る
方
法
と
、
温
湯
消
毒
器
を

利
用
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
農
薬
を
使
用
す
る
方
法
で
は
、
10
℃
以
上
の

液
温
で
24
時
間
き
っ
ち
り
と
浸
種
し
、
終
了
後

は
水
洗
い
せ
ず
陰
干
し
し
、
薬
液
を
十
分
に
種

子
に
浸
透
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
温
湯
消
毒
器
を
使
用
す
る
場
合
は
、
60
℃
を

10
分
間
維
持
す
る
こ
と
と
、
作
業
後
は
素
早
く

余
熱
を
と
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

◆
③
浸
種

　
水
温
は
10
〜
15
℃
と
し
、
積
算
温
度
は

１
０
０
℃（
10
℃
で
10
日
間
）を
目
安
に
十
分
浸

種
し
て
く
だ
さ
い
。

　
浸
種
用
の
水
は
た
っ
ぷ
り（
種
子
の
４
倍
量
）

準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

　
水
の
入
れ
替
え
は
３
日
目
ま
で
は
行
わ
ず
、

そ
の
後
、ゆ
っ
く
り
と
入
れ
替
え
て
く
だ
さ
い
。

　
種
子
が
十
分
に
膨
れ
て
ア
メ
色
に
な
っ
て
き

た
ら
出
来
上
が
り
で
す
。

◆
④
催
芽

　
育
苗
器
を
利
用
す
る
場
合
、
30
℃
で
24
時
間

が
基
準
で
す
。
芽
を
出
し
す
ぎ
る
と
、
播
種
時

に
芽
が
折
れ
た
り
、
互
い
に
絡
ま
っ
て
均
一
な

播
種
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
水
温
は
30
℃
を
越
え
な
い
よ
う
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
⑤
播
種

　
床
土
は
３
㎏
を
標
準
と
し
、
均
一
に
詰
め
、

灌
水
は
十
分
に
し
み
通
る
ま
で
や
り
ま
し
ょ
う
。

　
床
土
消
毒
薬
を
１
箱
あ
た
り
０
・
５
リ
ッ
ト

ル
散
布
し
た
後
、
種
を
播
き
、
覆
土
は
籾
が
隠

れ
る
程
度
に
し
ま
す
。
１
㎏
を
目
安
と
し
て
く

だ
さ
い
。

　
播
種
量
は
催
芽
籾
で
１
箱
当
た
り
１
６
０
〜

１
８
０
ｇ
を
基
準
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
⑥
緑
化（
出
芽
か
ら
１
・
５
葉
）

　
出
芽
最
適
温
度
は
28
〜
30
℃
で
す
。
出
芽
を

終
え
た
ら
除
々
に
温
度
を
下
げ
、
昼
夜
の
温
度

差
を
つ
け
る
よ
う
に
管
理
し
て
い
き
ま
す
。

　
出
芽
後
は
除
々
に
光
を
当
て
て
十
分
に
緑
化

を
行
い
ま
す
。

　
環
境
に
敏
感
で
苗
質
に
大
き
く
影
響
す
る
段

階
な
の
で
、
温
度
管
理
や
水
管
理
に
は
十
分
な

注
意
が
必
要
で
す
。

　
黄
白
色
の
芽
が
緑
色
に
変
わ
り
、
第
１
葉
の

先
端
が
見
え
た
ら
次
の
段
階
へ
進
み
ま
す
。

　
温
度
管
理
は
、
昼
が
20
〜
25
℃
、
夜
が
15
〜

20
℃
が
基
準
で
す
。

◆
⑦
硬
化（
１
・
５
葉
〜
田
植
え
）

　
硬
化
開
始
頃
は
昼
20
〜
25
℃
、
夜
10
〜
15
℃

を
基
準
と
し
た
温
度
管
理
を
行
い
、
苗
の
生
長

と
と
も
に
除
々
に
外
気
温
に
近
づ
け
て
い
き
ま
す
。

　
日
中
は
十
分
光
に
当
て
、
苗
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

　
灌
水
は
基
本
的
に
午
前
中
に
お
こ
な
い
ま
す

が
、
乾
燥
し
や
す
い
場
所
や
陽
射
し
の
強
い
日

水
稲

東尾道営農センター
尾道北営農センター
御調営農センター 
向島営農センター
因島営農センター
世羅営農センター

0848-56-1231
0848-29-9611
0848-76-2242
0848-44-2106
0845-25-6161
0847-22-1173

☎
☎
☎
☎
☎
☎

3 月

は
、
補
助
的
な
灌
水
も
必
要
で
す
。
育
苗
期
間

を
通
じ
て
、
葉
は
で
き
る
だ
け
乾
い
た
状
態
で

管
理
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
苗
の
生
長
と
と
も
に
除
々
に
外
気
に
慣
ら
し

ま
す
が
、
田
植
３
〜
４
日
前
か
ら
は
十
分
外
気

に
慣
ら
し
ま
し
ょ
う
。

※ 

①（
塩
水
選
）か
ら
⑦（
硬
化
）に
至
る
ま
で
、

温
度
に
つ
い
て
細
か
く
設
定
し
て
あ
り
ま

す
。
冷
水
・
寒
気
・
高
温
等
は
生
育
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
の
で
、
温
度
管
理
を
徹
底
し
、

健
苗
育
成
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
昨
年
度
は
、
秋

の
高
温
多
雨
に
よ

り
流
れ
ヤ
ケ
が
多

く
発
生
し
ま
し

た
。
流
れ
ヤ
ケ
の

感
染
源
は
枯
れ
枝
で
す
。

　
剪
定
時
に
枯
れ
枝
の
除
去
も
併
せ
て
実
施
し

ま
し
ょ
う
。

【
剪
定
の
順
序
】

① 

密
植
園
で
は
間
伐
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

② 

結
果
母
枝
量
の
判
断（
花
が
多
い
か
少
な
い

か
判
断
し
ま
し
ょ
う
）

③ 

樹
の
周
り
を
１
周
し
な
が
ら
主
枝
を
決
定
し

ま
す
。
通
常
は
三
本
。
併
せ
て
い
ら
な
い
枝

の
候
補
を
決
め
ま
す
。

④ 

樹
の
上
部
か
ら
ノ
コ
を
使
い
、
い
ら
な
い
枝

を
間
引
い
て
い
き
ま
す
。
主
枝
ご
と
に
同
様

な
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。（
間
引
く
枝

は
先
月
号
を
参
照
）

⑤ 

ノ
コ
剪
定
が
終
わ
っ
て
か
ら
ハ
サ
ミ
で
細
か

い
剪
定
を
実
施
し
ま
す
。

⑥ 

一
円
玉
以
上
の
切
り
口
に
は
、
カ
ル
ー
ス
Ａ

も
し
く
は
ト
ッ
プ
ジ
ン
ペ
ー
ス
ト
を
塗
り
ま

し
ょ
う
。

⑦ 

剪
定
枝
は
必
ず
園
内
お
よ
び
周
辺
か
ら
撤
去

し
ま
し
ょ
う
。（
黒
点
病
の
発
生
源
と
な
り

ま
す
）細
か
く
切
っ
た
枝
や
、
チ
ッ
パ
ー
で

細
断
し
た
も
の
は
園
内
放
置
可
能
で
す
。

【
品
種
ご
と
の
ポ
イ
ン
ト
】

◆
温
州
ミ
カ
ン

　
本
年
度
は
豊
作
の
園

地
が
多
く
な
る
と
予
想

さ
れ
ま
す
。
早
め
に
剪

定
に
取
り
掛
か
る
と
と

も
に
坊
主
枝
や
夏
秋
梢

を
除
去
し
予
備
枝
の
設

定
も
併
せ
て
行
い
ま

し
ょ
う
。

◆
い
し
じ

　
葉
が
小
型
化
し
て
い

る
枝
は
切
り
返
し
、
優

良
な
春
芽
の
発
生
を
促

し
ま
し
ょ
う
。

◆
八
朔

　
大
木
は
作
業
性
が
悪
い
の
で
樹
高
を
低
く
し

ま
し
ょ
う
。
樹
高
短
縮
す
る
場
合
は
、
３
年
く

ら
い
か
け
て
徐
々
に
短
縮
し
ま
し
ょ
う
。
黒
点

病
・
流
れ
ヤ
ケ
防
止
に
花
母
枝
を
取
り
除
き
ま

し
ょ
う
。

◆
は
る
み

　
隔
年
結
果
防
止
目
的
に
半
樹
摘
果
を
実
施
し

た
園
地
で
は
、
令
和
６
年
度
着
果
側
の
枝
の
切

返
し
が
重
要
で
す
。
鉛
筆
以
上
の
枝
ま
で
切
り

返
し
、
充
実
し
た
春
芽
の
発
生
を
促
し
ま
す
。

令
和
７
年
度
、
果
実
を
生
ら
せ
る
側
は
軽
い
間

引
き
剪
定
を
行
い
、
花
ボ
ケ
を
防
ぐ
た
め
、
数

カ
所
だ
け
強
い
切
り
返
し
行
い
ま
す
。

◆
レ
モ
ン

　
夏
秋
梢
は
、
か
い
よ
う
病
拡
大
原
因
に
な
る

の
で
全
て
除
去
し
ま
し
ょ
う
。
正
品
率
を
高
め

る
た
め
、
枝
数
を
少
な
く
し
間
隔
を
広
く
取
り

ま
し
ょ
う
。
横
枝
を
長
め
に
と
り
、
や
わ
ら
か

い
樹
作
り
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

【
病
害
虫
防
除
】

◆
ハ
ダ
ニ
の
防
除

　
冬
マ
シ
ン
油
を
散
布
し
て
な
い
園
地
で
は
高

度
精
製
マ
シ
ン
油
乳
剤
80
倍（
４
月
は
１
０
０

倍
）を
必
ず
散
布
し
ハ
ダ
ニ
の
初
期
発
生
を
抑

え
ま
し
ょ
う
。
散
布
時
は
発
芽
促
進
目
的
で
尿

素
３
０
０
倍
を
混
用
し
ま
し
ょ
う
。
発
芽
後
散

布
す
る
場
合
、
尿
素
に
か
え
て
元
気
一
番
な
ど

の
窒
素
系
葉
面
散
布
剤
を
混
用
し
ま
し
ょ
う
。

◆
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の
防
除

　
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
多
発
園
で
は
、
春
マ
シ
ン
油

散
布
時
に
ア
プ
ロ
ー
ド
フ
ロ
ア
ブ
ル
１
、
０
０
０

倍
を
混
用
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

◆
か
い
よ
う
病
防
除

　
旬
の
平
均
温
度
が

10
℃
を
超
え
る
時
期
か

ら
感
染
が
始
ま
る
の

で
、
時
期
が
遅
れ
な
い

よ
う
に
Ｉ
Ｃ
ボ
ル
ド
ー

66
Ｄ
を
散
布
し
ま
し
ょ
う
。特
に
レ
モ
ン・ネ
ー

ブ
ル
で
は
必
須
作
業
で
す
。（
は
る
み
、せ
と
か
、

甘
夏
、
冬
橙
な
ど
も
感
染
し
ま
す
）
マ
シ
ン
油

と
２
週
間
程
度
あ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で

計
画
的
に
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

◆
サ
ビ
ダ
ニ
・
ホ
コ
リ
ダ
ニ

　
昨
年
度
、
サ
ビ
ダ
ニ
・
ホ
コ
リ
ダ
ニ
多
発
園

で
は
、
新
芽
が
５
㎜
程
度
出
た
と
き
に
イ
オ
ウ

フ
ロ
ア
ブ
ル
を
散
布
し
初
期
発
生
を
抑
え
ま

し
ょ
う
。

◆
ク
ワ
ゴ
マ
ダ
ラ
ヒ
ト
リ（
毛
虫
）

　
新
芽
や
花
を
食
害
さ
れ
る
の
で
、
発
生
が
見

ら
れ
る
場
合
は
エ
ク
シ
レ
ル
Ｓ
Ｅ
や
オ
リ
オ
ン

水
和
剤
で
防
除
し
ま
し
ょ
う
。

柑
橘

▲ ヤノネカイ
ガラムシ

▲ サンホーゼ
カイガラムシ▲かいよう病斑

▲流れヤケ

▲予備枝設定

ローンセンター 住宅ローンをはじめマイカーローンなど、各種ローンについてお気軽にご相談ください。住宅ローンをはじめマイカーローンなど、各種ローンについてお気軽にご相談ください。
☎0848-36-5444　（月曜日から金曜日（祝祭日・年末年始は休み）の9：00〜17：15）☎0848-36-5444　（月曜日から金曜日（祝祭日・年末年始は休み）の9：00〜17：15）
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今
年
の
冬
は
、
10
年
に
一
度
の
寒
波
が
到
来

し
、
南
部
地
域
で
も
積
雪
を
観
測
す
る
な
ど
、

近
年
ま
れ
に
み
る「
寒
い
冬
」と
な
り
ま
し
た
。

【
越
冬
害
虫
】

　
冬
季
気
温
が
低
く
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

越
冬
害
虫
が
急
激
に
減
少
す
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
昨
年
、
全
国
的
に
多
発
し
た「
カ
メ

ム
シ
類
」に
は
引
き
続
き
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
種
子
の
休
眠
】

　
登
熟
期
の
高
温
の
影
響
に
よ
り
、
７
年
播
種

用
種
子
に
お
い
て
休
眠
が
深
く
、
発
芽
が
遅
延

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」は

こ
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、注
意
が
必
要
で
す
。

　
浸
種
時
の
水
温
は
、通
常
10
〜
15
℃
で
す
が
、

万
一
10
℃
を
下
回
っ
た
場
合
、
種
子
が
再
休
眠

に
突
入
し
、
発
芽
の
揃
い
が
悪
く
な
り
ま
す
。

　
水
温
が
10
℃
を
下
回
る
こ
と
の
な
い
よ
う
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
種
子
の
充
実
不
足
】

　
休
眠
と
同
様
に
、
高
温
下
で
登
熟
し
た
種
子

が
充
実
不
足（
粒
張
り
が
悪
く
軽
い
）と
な
っ
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
自
体
が
発
芽
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
塩
水
選
の
際
に
浮

遊
す
る
種
子
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
対
策
と
し
て
は
、塩
水
選
時
の
塩
分
濃
度（
通

常
は
比
重
１
・
13
）を
下
げ
、
種
子
の
必
要
量

を
確
保
で
き
る
よ
う
調
整
し
て
く
だ
さ
い
。

【
早
い
品
種
で
は
、
苗
づ
く
り
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。】

　
今
一
度
、
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

◆
①
塩
水
選

　
塩
水
選
は
、
病
原
菌
に
汚
染
さ
れ
た
籾
や
、

登
熟
の
悪
い
籾
を
取
り
除
く
作
業
で
す
。

　
作
業
後
は
丁
寧
に
水
洗
い
を
行
い
、
塩
分
を

十
分
に
洗
い
流
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
②
種
子
消
毒

　
農
薬
を
使
用
す
る
方
法
と
、
温
湯
消
毒
器
を

利
用
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
農
薬
を
使
用
す
る
方
法
で
は
、
10
℃
以
上
の

液
温
で
24
時
間
き
っ
ち
り
と
浸
種
し
、
終
了
後

は
水
洗
い
せ
ず
陰
干
し
し
、
薬
液
を
十
分
に
種

子
に
浸
透
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
温
湯
消
毒
器
を
使
用
す
る
場
合
は
、
60
℃
を

10
分
間
維
持
す
る
こ
と
と
、
作
業
後
は
素
早
く

余
熱
を
と
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

◆
③
浸
種

　
水
温
は
10
〜
15
℃
と
し
、
積
算
温
度
は

１
０
０
℃（
10
℃
で
10
日
間
）を
目
安
に
十
分
浸

種
し
て
く
だ
さ
い
。

　
浸
種
用
の
水
は
た
っ
ぷ
り（
種
子
の
４
倍
量
）

準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

　
水
の
入
れ
替
え
は
３
日
目
ま
で
は
行
わ
ず
、

そ
の
後
、ゆ
っ
く
り
と
入
れ
替
え
て
く
だ
さ
い
。

　
種
子
が
十
分
に
膨
れ
て
ア
メ
色
に
な
っ
て
き

た
ら
出
来
上
が
り
で
す
。

◆
④
催
芽

　
育
苗
器
を
利
用
す
る
場
合
、
30
℃
で
24
時
間

が
基
準
で
す
。
芽
を
出
し
す
ぎ
る
と
、
播
種
時

に
芽
が
折
れ
た
り
、
互
い
に
絡
ま
っ
て
均
一
な

播
種
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
水
温
は
30
℃
を
越
え
な
い
よ
う
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
⑤
播
種

　
床
土
は
３
㎏
を
標
準
と
し
、
均
一
に
詰
め
、

灌
水
は
十
分
に
し
み
通
る
ま
で
や
り
ま
し
ょ
う
。

　
床
土
消
毒
薬
を
１
箱
あ
た
り
０
・
５
リ
ッ
ト

ル
散
布
し
た
後
、
種
を
播
き
、
覆
土
は
籾
が
隠

れ
る
程
度
に
し
ま
す
。
１
㎏
を
目
安
と
し
て
く

だ
さ
い
。

　
播
種
量
は
催
芽
籾
で
１
箱
当
た
り
１
６
０
〜

１
８
０
ｇ
を
基
準
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
⑥
緑
化（
出
芽
か
ら
１
・
５
葉
）

　
出
芽
最
適
温
度
は
28
〜
30
℃
で
す
。
出
芽
を

終
え
た
ら
除
々
に
温
度
を
下
げ
、
昼
夜
の
温
度

差
を
つ
け
る
よ
う
に
管
理
し
て
い
き
ま
す
。

　
出
芽
後
は
除
々
に
光
を
当
て
て
十
分
に
緑
化

を
行
い
ま
す
。

　
環
境
に
敏
感
で
苗
質
に
大
き
く
影
響
す
る
段

階
な
の
で
、
温
度
管
理
や
水
管
理
に
は
十
分
な

注
意
が
必
要
で
す
。

　
黄
白
色
の
芽
が
緑
色
に
変
わ
り
、
第
１
葉
の

先
端
が
見
え
た
ら
次
の
段
階
へ
進
み
ま
す
。

　
温
度
管
理
は
、
昼
が
20
〜
25
℃
、
夜
が
15
〜

20
℃
が
基
準
で
す
。

◆
⑦
硬
化（
１
・
５
葉
〜
田
植
え
）

　
硬
化
開
始
頃
は
昼
20
〜
25
℃
、
夜
10
〜
15
℃

を
基
準
と
し
た
温
度
管
理
を
行
い
、
苗
の
生
長

と
と
も
に
除
々
に
外
気
温
に
近
づ
け
て
い
き
ま
す
。

　
日
中
は
十
分
光
に
当
て
、
苗
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

　
灌
水
は
基
本
的
に
午
前
中
に
お
こ
な
い
ま
す

が
、
乾
燥
し
や
す
い
場
所
や
陽
射
し
の
強
い
日

水
稲

東尾道営農センター
尾道北営農センター
御調営農センター 
向島営農センター
因島営農センター
世羅営農センター

0848-56-1231
0848-29-9611
0848-76-2242
0848-44-2106
0845-25-6161
0847-22-1173

☎
☎
☎
☎
☎
☎

3 月

は
、
補
助
的
な
灌
水
も
必
要
で
す
。
育
苗
期
間

を
通
じ
て
、
葉
は
で
き
る
だ
け
乾
い
た
状
態
で

管
理
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
苗
の
生
長
と
と
も
に
除
々
に
外
気
に
慣
ら
し

ま
す
が
、
田
植
３
〜
４
日
前
か
ら
は
十
分
外
気

に
慣
ら
し
ま
し
ょ
う
。

※ 

①（
塩
水
選
）か
ら
⑦（
硬
化
）に
至
る
ま
で
、

温
度
に
つ
い
て
細
か
く
設
定
し
て
あ
り
ま

す
。
冷
水
・
寒
気
・
高
温
等
は
生
育
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
の
で
、
温
度
管
理
を
徹
底
し
、

健
苗
育
成
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
昨
年
度
は
、
秋

の
高
温
多
雨
に
よ

り
流
れ
ヤ
ケ
が
多

く
発
生
し
ま
し

た
。
流
れ
ヤ
ケ
の

感
染
源
は
枯
れ
枝
で
す
。

　
剪
定
時
に
枯
れ
枝
の
除
去
も
併
せ
て
実
施
し

ま
し
ょ
う
。

【
剪
定
の
順
序
】

① 

密
植
園
で
は
間
伐
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

② 

結
果
母
枝
量
の
判
断（
花
が
多
い
か
少
な
い

か
判
断
し
ま
し
ょ
う
）

③ 

樹
の
周
り
を
１
周
し
な
が
ら
主
枝
を
決
定
し

ま
す
。
通
常
は
三
本
。
併
せ
て
い
ら
な
い
枝

の
候
補
を
決
め
ま
す
。

④ 

樹
の
上
部
か
ら
ノ
コ
を
使
い
、
い
ら
な
い
枝

を
間
引
い
て
い
き
ま
す
。
主
枝
ご
と
に
同
様

な
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。（
間
引
く
枝

は
先
月
号
を
参
照
）

⑤ 

ノ
コ
剪
定
が
終
わ
っ
て
か
ら
ハ
サ
ミ
で
細
か

い
剪
定
を
実
施
し
ま
す
。

⑥ 

一
円
玉
以
上
の
切
り
口
に
は
、
カ
ル
ー
ス
Ａ

も
し
く
は
ト
ッ
プ
ジ
ン
ペ
ー
ス
ト
を
塗
り
ま

し
ょ
う
。

⑦ 
剪
定
枝
は
必
ず
園
内
お
よ
び
周
辺
か
ら
撤
去

し
ま
し
ょ
う
。（
黒
点
病
の
発
生
源
と
な
り

ま
す
）細
か
く
切
っ
た
枝
や
、
チ
ッ
パ
ー
で

細
断
し
た
も
の
は
園
内
放
置
可
能
で
す
。

【
品
種
ご
と
の
ポ
イ
ン
ト
】

◆
温
州
ミ
カ
ン

　
本
年
度
は
豊
作
の
園

地
が
多
く
な
る
と
予
想

さ
れ
ま
す
。
早
め
に
剪

定
に
取
り
掛
か
る
と
と

も
に
坊
主
枝
や
夏
秋
梢

を
除
去
し
予
備
枝
の
設

定
も
併
せ
て
行
い
ま

し
ょ
う
。

◆
い
し
じ

　
葉
が
小
型
化
し
て
い

る
枝
は
切
り
返
し
、
優

良
な
春
芽
の
発
生
を
促

し
ま
し
ょ
う
。

◆
八
朔

　
大
木
は
作
業
性
が
悪
い
の
で
樹
高
を
低
く
し

ま
し
ょ
う
。
樹
高
短
縮
す
る
場
合
は
、
３
年
く

ら
い
か
け
て
徐
々
に
短
縮
し
ま
し
ょ
う
。
黒
点

病
・
流
れ
ヤ
ケ
防
止
に
花
母
枝
を
取
り
除
き
ま

し
ょ
う
。

◆
は
る
み

　
隔
年
結
果
防
止
目
的
に
半
樹
摘
果
を
実
施
し

た
園
地
で
は
、
令
和
６
年
度
着
果
側
の
枝
の
切

返
し
が
重
要
で
す
。
鉛
筆
以
上
の
枝
ま
で
切
り

返
し
、
充
実
し
た
春
芽
の
発
生
を
促
し
ま
す
。

令
和
７
年
度
、
果
実
を
生
ら
せ
る
側
は
軽
い
間

引
き
剪
定
を
行
い
、
花
ボ
ケ
を
防
ぐ
た
め
、
数

カ
所
だ
け
強
い
切
り
返
し
行
い
ま
す
。

◆
レ
モ
ン

　
夏
秋
梢
は
、
か
い
よ
う
病
拡
大
原
因
に
な
る

の
で
全
て
除
去
し
ま
し
ょ
う
。
正
品
率
を
高
め

る
た
め
、
枝
数
を
少
な
く
し
間
隔
を
広
く
取
り

ま
し
ょ
う
。
横
枝
を
長
め
に
と
り
、
や
わ
ら
か

い
樹
作
り
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

【
病
害
虫
防
除
】

◆
ハ
ダ
ニ
の
防
除

　
冬
マ
シ
ン
油
を
散
布
し
て
な
い
園
地
で
は
高

度
精
製
マ
シ
ン
油
乳
剤
80
倍（
４
月
は
１
０
０

倍
）を
必
ず
散
布
し
ハ
ダ
ニ
の
初
期
発
生
を
抑

え
ま
し
ょ
う
。
散
布
時
は
発
芽
促
進
目
的
で
尿

素
３
０
０
倍
を
混
用
し
ま
し
ょ
う
。
発
芽
後
散

布
す
る
場
合
、
尿
素
に
か
え
て
元
気
一
番
な
ど

の
窒
素
系
葉
面
散
布
剤
を
混
用
し
ま
し
ょ
う
。

◆
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の
防
除

　
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
多
発
園
で
は
、
春
マ
シ
ン
油

散
布
時
に
ア
プ
ロ
ー
ド
フ
ロ
ア
ブ
ル
１
、
０
０
０

倍
を
混
用
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

◆
か
い
よ
う
病
防
除

　
旬
の
平
均
温
度
が

10
℃
を
超
え
る
時
期
か

ら
感
染
が
始
ま
る
の

で
、
時
期
が
遅
れ
な
い

よ
う
に
Ｉ
Ｃ
ボ
ル
ド
ー

66
Ｄ
を
散
布
し
ま
し
ょ
う
。特
に
レ
モ
ン・ネ
ー

ブ
ル
で
は
必
須
作
業
で
す
。（
は
る
み
、せ
と
か
、

甘
夏
、
冬
橙
な
ど
も
感
染
し
ま
す
）
マ
シ
ン
油

と
２
週
間
程
度
あ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で

計
画
的
に
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

◆
サ
ビ
ダ
ニ
・
ホ
コ
リ
ダ
ニ

　
昨
年
度
、
サ
ビ
ダ
ニ
・
ホ
コ
リ
ダ
ニ
多
発
園

で
は
、
新
芽
が
５
㎜
程
度
出
た
と
き
に
イ
オ
ウ

フ
ロ
ア
ブ
ル
を
散
布
し
初
期
発
生
を
抑
え
ま

し
ょ
う
。

◆
ク
ワ
ゴ
マ
ダ
ラ
ヒ
ト
リ（
毛
虫
）

　
新
芽
や
花
を
食
害
さ
れ
る
の
で
、
発
生
が
見

ら
れ
る
場
合
は
エ
ク
シ
レ
ル
Ｓ
Ｅ
や
オ
リ
オ
ン

水
和
剤
で
防
除
し
ま
し
ょ
う
。

柑
橘

▲ ヤノネカイ
ガラムシ

▲ サンホーゼ
カイガラムシ▲かいよう病斑

▲流れヤケ

▲予備枝設定

直ちにご連絡ください。盗難、紛失専用ダイヤル　 0120-159674（24時間受付、年中無休）JAカードを紛失されたら5



【
春
肥
の
施
用
】

　
春
肥
は
春
芽
の
充
実
や
緑
化
促
進
な
ど
初
期

成
育
に
必
要
な
肥
料
で
す
。
予
想
収
量
に
応
じ

適
量
施
肥
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

【
苗
木
の
植
え
付
け
】

　
苗
木
を
植
栽
す
る
際
は
間
伐
後
、４
ｍ
×
４
ｍ

に
な
る
よ
う
し
ま
す
。
八
朔
や
レ
モ
ン
の
様
に

大
木
に
な
る
品
種
は
間
伐
後
５
・
５
ｍ
〜
６
ｍ

に
な
る
よ
う
に
植
栽
し
ま
す
。

① 

苗
木
が
来
た
ら
根
の
土
を
落
と
し
、
水
で
洗

い
一
昼
夜
、
水
に
つ
け
ま
す
。

② 

苗
木
は
接
ぎ
木
部
か
ら
30
〜
35
㎝
（
レ
モ
ン

は
40
㎝
）
で
切
り
返
し
、
傷
つ
い
た
根
は
切

り
、
根
を
広
げ
て
植
え
ま
す
。
そ
の
後
、
灌

水
し
ま
す
。
灌
水
が
終
わ
る
と
土
が
下
が
る

の
で
、
再
度
土
を
か
け
ま
す
。

③ 

カ
ラ
タ
チ
部
分
が
地
表
に
出
る
よ
う
に
植
え

ま
し
ょ
う
。
乾
燥
防
止
に
黒
ポ
リ
マ
ル
チ
で

被
覆
し
、
支
柱
も
立
て
ま
し
ょ
う
。

【
灌
水
】

　
３
月
か
ら
発
芽
期
の
乾
燥
は
芽
立
ち
を
悪
く

し
ま
す
。
ま
た
、
レ
モ
ン
で
は
不
完
全
花
（
子

房
の
無
い
花
）
が
増
加
し
、
着
果
不
良
に
な
り

ま
す
。
雨
が
降
ら
な
い
場
合
は
た
っ
ぷ
り
灌
水

し
ま
し
ょ
う
。

【
除
草
】

　
地
温
の
上
昇
と
養
分
競
合
防
止
目
的
で
除
草

を
実
施
し
ま
す
。

【
共
通
の
管
理
】

　
寒
さ
が
和
ら
い
で
く
る
と
樹
液
の
流
動
が
活

発
に
な
り
、新
根
の
成
長
も
活
発
と
な
り
ま
す
。

発
芽
期
の
防
除
は
、
今
後
の
病
気
発
生
の
リ
ス

ク
を
抑
え
る
た
め
に
も
適
期
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
休
眠
期
防
除

　
春
先
は
一
時
的
に
寒
波
の
到
来
が
あ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
低
温
障
害
、
降
雪
対
策
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
休
眠
期
防
除
が
ま
だ
の
場
合
は
、
発
芽
前
に

必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
春
先
の
乾
燥
に
注
意

　
落
葉
果
樹
の
根
は
、
２
月
中
下
旬
ご
ろ
よ
り

伸
長
を
始
め
、
養
水
分
を
吸
収
し
、
貯
蔵
養
分

の
流
動
を
促
し
、
発
芽
に
備
え
ま
す
。

　
こ
の
時
期
の
灌
水
は
、
肥
料
の
分
解
促
進
、

根
の
伸
長
促
進
、
養
分
吸
収
の
促
進
な
ど
、
果

樹
の
初
期
生
育
を
助
け
ま
す
。

　
発
芽
前
の
乾
燥
は
、
発
芽
の
遅
れ
や
不
揃
い

の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
乾
燥
が
続
く
場
合

は
、
１
回
当
た
り
20
〜
30
㎜
程
度
の
灌
水
を
し

ま
し
ょ
う
。

◆
敷
ワ
ラ

　
早
く
敷
く
と
、
地
温
が
上
が
ら
ず
、
萌
芽
が

遅
れ
、
霜
害
を
受
け
や
す
く
な
る
の
で
５
月
に

入
っ
て
か
ら
敷
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ぶ
ど
う

【
ハ
ウ
ス
栽
培（
加
温
栽
培
〜
無
加
温
栽
培
）】

◆
被
覆
〜
萌
芽
期

　
萌
芽
ま
で
は
た
っ
ぷ
り
と
灌
水
を
行
い
、
養

分
吸
収
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　
芽
が
乾
燥
し
な
い
よ
う
定
期
的
に
枝
灌
水
を

行
い
、発
芽
を
揃
え
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
萌
芽
期
〜
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
前

　
萌
芽
期
か
ら
１
回
目
の
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
ま

で
は
や
や
乾
燥
気
味
に
管
理
し
て
、
新
梢
の
徒

長
を
抑
制
し
、根
の
活
性
を
高
め
て
く
だ
さ
い
。

　
昼
間
の
高
温
や
夜
間
の
低
温
が
花
穂
の
発
達

を
悪
く
し
ま
す
。温
度
計
を
棚
面
の
少
し
上（
葉

の
有
る
あ
た
り
）に
設
置
し
て
、
最
高
を
30
℃
、

最
低
は
10
℃
を
目
安
に
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　
樹
勢
の
弱
い
園
や
、
昨
年
の
結
果
量
が
多

か
っ
た
園
で
は
、
チ
ッ
素
成
分
中
心
の
液
肥
を

定
期
的
に
散
布
し
、
初
期
成
育
を
強
化
し
ま

し
ょ
う
。

　
園
内
の
枝
の
伸
び
方
を
見
な
が
ら
新
梢
の
整

理
を
行
い
、
園
内
が
繁
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
気

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
芽
か
ぎ
は
、
必
要
芽
数（
新
梢
数
）・
樹
勢
・

配
置
を
考
慮
し
な
が
ら
、
生
育
の
そ
ろ
っ
た
芽

を
残
す
よ
う
数
回
に
分
け
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
新
梢
の
樹
勢
が
強
い
場
合
は
誘
引
を
行
い
、

先
端
を
下
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
花
穂
に
流
れ
る

養
分
の
量
を
増
や
し
充
実
を
促
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
期

　
１
回
目
の
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
後
は
昼
夜
の
温

度
を
低
め
に
管
理
し
、
処
理
後
摘
心
を
行
い
、

し
っ
か
り
と
灌
水
を
行
っ
て
、
着
粒
の
安
定
と

初
期
肥
大
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
１
回
目
処
理
時
に
は
、
効
き
を
よ
く
す
る
た

め
に
十
分
な
湿
度
が
必
要
で
す
。
乾
燥
時
に
は

散
水
を
行
い
、
湿
度
を
上
げ
て
か
ら
処
理
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
逆
に
、
２
回
目
処
理
時
に

は
、
薬
害（
ジ
ベ
焼
け
）を
防
ぐ
た
め
、
晴
天
時

に
風
通
し
を
良
く
し
て
処
理
し
、
房
を
振
る
う

な
ど
し
て
処
理
液
を
よ
く
落
と
し
て
く
だ
さ
い
。

　
開
花
期
間
中
は
、や
や
乾
燥
気
味
に
管
理
し
、

２
回
目
の
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
後
か
ら
温
度
を
上

げ
、
た
っ
ぷ
り
灌
水
を
行
い
、
果
粒
の
初
期
肥

大（
細
胞
分
裂
）を
促
進
し
て
く
だ
さ
い
。

　
開
花
期
間
中
の
多
湿
は
、
灰
色
か
び
病
の
発

生
を
助
長
す
る
の
で
注
意
し
て
管
理
し
て
く
だ

さ
い
。

　
開
花
期
間
中
に
花
穂
の
整
形
と
房
数
の
整
理

を
行
い
、
着
荷
量
の
調
整
を
早
め
に
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

落
葉
果
樹

▲秋の状態
この時に駆除しておく
のも重要

【
露
地
栽
培（
芽
袋・ト
ン
ネ
ル・完
全
露
地
）】

◆
灌
水

　
発
芽
前
に
乾
燥
し
な
い
よ
う
に
定
期
的
に
灌

水
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
芽
袋

　
３
月
中
旬
か
ら
芽
袋
を
か
け
て
、
展
葉
４
〜

５
枚
ご
ろ
に
は
除
去
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
以

降
は
、
新
梢
が
徒
長
す
る
だ
け
で
生
育
の
促
進

は
見
込
め
ま
せ
ん
。

　
霜
害
は
、
乾
燥
し
、
閉
切
っ
た
芽
袋
内
の
方

が
被
害
を
受
け
や
す
い
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

い
ち
じ
く

◆
圃
場
の
改
善

　
水
は
け
の
悪
い
園
地
で
は
、
場
合
に
よ
っ
て

は
樹
が
枯
れ
ま
す
。
溝
切
り
の
実
施
や
明
渠
等

を
設
け
、
排
水
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
園
内
清
掃

　
剪
定
枝
や
葉
・
残
果
等
は
、
病
害
虫
の
発
生

源
と
な
り
ま
す
の
で
、
か
き
集
め
て
園
外
に
持

ち
出
し
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

◆
ケ
ム
シ

　
山
際
、
雑
木
樹
の
周
辺
園
で
は
、
ケ
ム
シ
に

よ
る
新
梢
の
食
害
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
発

生
し
た
場
合
は
殺
虫
剤
を
使
用
し
て
く
だ
さ

い
。園
内
の
雑
草
に
も
寄
生
し
て
い
ま
す
の
で
、

除
草
作
業
も
あ
わ
せ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

も
も

　
３
月
下
旬
〜
４
月
上
旬
は
開
花
期
で
す
。
花

粉
の
な
い
品
種
は
受
粉
作
業
を
行
い
ま
し
ょ

う
。
花
粉
の
付
き
が
良
い
品
種
は
摘
蕾
・
摘
花

を
し
、貯
蔵
用
分
の
浪
費
を
少
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

　
果
実
の
肥
大
が
始
ま
っ
て
く
る
の
で
、
乾
燥

が
続
く
場
合
は
、
灌
水
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
注
意
す
る
病
害
虫

　
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
、ケ
ム
シ
類
、縮
葉
病
、せ
ん

孔
細
菌
病
、
灰
星
病
、
黒
星
病
、
果
実
赤
点
病

【
春
夏
野
菜
定
植
に
向
け
た
準
備
】

　
３
月
下
旬
ご
ろ
か
ら
夏
野
菜
の
苗
が
店
頭
に

並
び
始
め
ま
す
が
、
多
く
の
作
物
は
５
月
上
旬

頃
が
定
植
適
期
と
な
り
ま
す
。
ト
ン
ネ
ル
栽
培

を
行
え
ば
早
め
の
定
植
も
可
能
で
す
が
、
暑
い

日
は
換
気
す
る
な
ど
の
管
理
が
必
要
と
な
り
、

難
易
度
が
上
が
り
ま
す
。
購
入
さ
れ
る
際
は
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

　
３
月
〜
４
月
下
旬
は
畑
の
準
備
を
行
い
、
５

月
上
旬
の
定
植
に
備
え
ま
し
ょ
う
。
土
づ
く
り

と
し
て
１
㎡
当
た
り
堆
肥
を
２
㎏
、
苦
土
石
灰

を
１
０
０
〜
１
５
０
ｇ
、
肥
料
を
１
０
０
〜

１
５
０
ｇ
施
し
て
よ
く
混
和
し
て
お
き
ま
す
。

　
夏
野
菜
の
多
く
は
実
を
収
穫
し
ま
す
。
窒
素

が
多
す
ぎ
る
と
株
ば
か
り
が
大
き
く
な
り
、
実

が
つ
き
に
く
く
な
る
の
で
元
肥
は
入
れ
す
ぎ
な

い
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
昨
年
の
状
況
を
参
考

に
し
て
、
調
整
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
良
い
土
の
条
件
は
、①
根
が
十
分
に
張
れ
る
。

②
通
気
性
と
排
水
が
良
い
。
③
保
水
性
・
保
肥

性
が
良
い
。
④
適
正
な
酸
度
で
あ
る
。
⑤
清
潔

で
あ
る
。
⑥
石
や
礫
な
ど
の
異
物
が
な
い
。
⑦

微
生
物
が
多
く
含
ま
れ
る
。
以
上
の
７
点
を
満

た
し
て
い
る
の
が
理
想
で
す
。

　
ま
た
、
夏
野
菜
は
基
本
的
に
日
光
を
好
み
ま

す
の
で
、
日
当
た
り
を
考
慮
し
た
配
置
に
な
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
ソ
ラ
マ
メ
の
管
理
】

　
追
肥
を
２
〜
３
月
の
間
に
一
度
、
１
株
当
た

り
一
握
り
程
度
施
し
ま
す
。
倒
状
を
防
止
す
る

た
め
に
、
追
肥
後
は
10
㎝
程
度
と
厚
め
に
土
寄

せ
し
ま
す
。

　
気
温
が
上
が
る
と
１
株
か
ら
12
〜
13
本
程
度

分
枝
し
ま
す
が
、
そ
れ
を
全
て
残
す
と
光
量
不

足
と
な
り
、
落
花
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　
分
枝
を
抑
制
し
、
良
い
枝
を
出
さ
せ
る
た
め

に
、
複
葉
が
６
本
程
展
開
し
た
ら
主
茎
を
摘
心

し
ま
す
。

　
４
月
に
入
る
と
側
枝
が
伸
び
て
く
る
の
で
、

株
当
た
り
５
〜
６
本
残
し
他
の
枝
を
除
去
し
ま

す
。
乾
燥
す
る
と
、
有
効
な
分
枝
が
少
な
く
な

り
収
量
が
減
少

す
る
の
で
十
分

に
水
や
り
し
ま

し
ょ
う
。

　
２
回
目
の
追

肥
は
花
が
咲
い

た
頃
に
行
い
ま

す
。
こ
の
時
期

に
水
が
不
足
す

る
と
実
が
太
ら

な
い
の
で
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

　
開
花
後
35
〜

40
日
ほ
ど
経
過

す
る
と
莢
が
下

向
き
と
な
り
、

光
沢
を
帯
び
て

く
る
の
で
、
そ

れ
を
目
安
に
収

穫
を
行
い
ま
す
。

　
ソ
ラ
マ
メ
の
収
穫
適
期
は
、
非
常
に
短
い
の

で
遅
れ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　
塩
茹
で
に
す
る
こ
と
の
多
い
ソ
ラ
マ
メ
で
す

が
、
莢
ご
と
グ
リ
ル
に
入
れ
、
表
面
の
５
割
ほ

ど
が
黒
く
な
る
ま
で
弱
火
で
じ
っ
く
り
と
焼

き
、
塩
で
食
べ
る
丸
焼
き
も
大
変
美
味
な
の
で

是
非
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▲縮葉病

▲桃 アブラムシ

家
庭
菜
園

複葉を６枚残して
主茎を摘芯する。

株元から数本分枝してきた
ら、株が倒れないように
10cmくらいの厚さに土寄せ
する。１株に５～６本の枝を
仕立て、細い枝は摘除する。

10cmくらい土寄せ

込み合っている細い
茎は除去する。

収穫適期の目安
❶莢の背筋が黒褐色になる。
❷莢が下垂する。
❸莢が光沢を帯びる。

収穫適期

（向島営農センター）☎0848-44-2106　（因島営農センター）☎0845-25-6161　（世羅営農センター）☎0847-22-1173 6



【
春
肥
の
施
用
】

　
春
肥
は
春
芽
の
充
実
や
緑
化
促
進
な
ど
初
期

成
育
に
必
要
な
肥
料
で
す
。
予
想
収
量
に
応
じ

適
量
施
肥
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

【
苗
木
の
植
え
付
け
】

　
苗
木
を
植
栽
す
る
際
は
間
伐
後
、４
ｍ
×
４
ｍ

に
な
る
よ
う
し
ま
す
。
八
朔
や
レ
モ
ン
の
様
に

大
木
に
な
る
品
種
は
間
伐
後
５
・
５
ｍ
〜
６
ｍ

に
な
る
よ
う
に
植
栽
し
ま
す
。

① 

苗
木
が
来
た
ら
根
の
土
を
落
と
し
、
水
で
洗

い
一
昼
夜
、
水
に
つ
け
ま
す
。

② 

苗
木
は
接
ぎ
木
部
か
ら
30
〜
35
㎝
（
レ
モ
ン

は
40
㎝
）
で
切
り
返
し
、
傷
つ
い
た
根
は
切

り
、
根
を
広
げ
て
植
え
ま
す
。
そ
の
後
、
灌

水
し
ま
す
。
灌
水
が
終
わ
る
と
土
が
下
が
る

の
で
、
再
度
土
を
か
け
ま
す
。

③ 

カ
ラ
タ
チ
部
分
が
地
表
に
出
る
よ
う
に
植
え

ま
し
ょ
う
。
乾
燥
防
止
に
黒
ポ
リ
マ
ル
チ
で

被
覆
し
、
支
柱
も
立
て
ま
し
ょ
う
。

【
灌
水
】

　
３
月
か
ら
発
芽
期
の
乾
燥
は
芽
立
ち
を
悪
く

し
ま
す
。
ま
た
、
レ
モ
ン
で
は
不
完
全
花
（
子

房
の
無
い
花
）
が
増
加
し
、
着
果
不
良
に
な
り

ま
す
。
雨
が
降
ら
な
い
場
合
は
た
っ
ぷ
り
灌
水

し
ま
し
ょ
う
。

【
除
草
】

　
地
温
の
上
昇
と
養
分
競
合
防
止
目
的
で
除
草

を
実
施
し
ま
す
。

【
共
通
の
管
理
】

　
寒
さ
が
和
ら
い
で
く
る
と
樹
液
の
流
動
が
活

発
に
な
り
、新
根
の
成
長
も
活
発
と
な
り
ま
す
。

発
芽
期
の
防
除
は
、
今
後
の
病
気
発
生
の
リ
ス

ク
を
抑
え
る
た
め
に
も
適
期
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
休
眠
期
防
除

　
春
先
は
一
時
的
に
寒
波
の
到
来
が
あ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
低
温
障
害
、
降
雪
対
策
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
休
眠
期
防
除
が
ま
だ
の
場
合
は
、
発
芽
前
に

必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
春
先
の
乾
燥
に
注
意

　
落
葉
果
樹
の
根
は
、
２
月
中
下
旬
ご
ろ
よ
り

伸
長
を
始
め
、
養
水
分
を
吸
収
し
、
貯
蔵
養
分

の
流
動
を
促
し
、
発
芽
に
備
え
ま
す
。

　
こ
の
時
期
の
灌
水
は
、
肥
料
の
分
解
促
進
、

根
の
伸
長
促
進
、
養
分
吸
収
の
促
進
な
ど
、
果

樹
の
初
期
生
育
を
助
け
ま
す
。

　
発
芽
前
の
乾
燥
は
、
発
芽
の
遅
れ
や
不
揃
い

の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
乾
燥
が
続
く
場
合

は
、
１
回
当
た
り
20
〜
30
㎜
程
度
の
灌
水
を
し

ま
し
ょ
う
。

◆
敷
ワ
ラ

　
早
く
敷
く
と
、
地
温
が
上
が
ら
ず
、
萌
芽
が

遅
れ
、
霜
害
を
受
け
や
す
く
な
る
の
で
５
月
に

入
っ
て
か
ら
敷
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ぶ
ど
う

【
ハ
ウ
ス
栽
培（
加
温
栽
培
〜
無
加
温
栽
培
）】

◆
被
覆
〜
萌
芽
期

　
萌
芽
ま
で
は
た
っ
ぷ
り
と
灌
水
を
行
い
、
養

分
吸
収
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　
芽
が
乾
燥
し
な
い
よ
う
定
期
的
に
枝
灌
水
を

行
い
、発
芽
を
揃
え
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
萌
芽
期
〜
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
前

　
萌
芽
期
か
ら
１
回
目
の
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
ま

で
は
や
や
乾
燥
気
味
に
管
理
し
て
、
新
梢
の
徒

長
を
抑
制
し
、根
の
活
性
を
高
め
て
く
だ
さ
い
。

　
昼
間
の
高
温
や
夜
間
の
低
温
が
花
穂
の
発
達

を
悪
く
し
ま
す
。温
度
計
を
棚
面
の
少
し
上（
葉

の
有
る
あ
た
り
）に
設
置
し
て
、
最
高
を
30
℃
、

最
低
は
10
℃
を
目
安
に
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　
樹
勢
の
弱
い
園
や
、
昨
年
の
結
果
量
が
多

か
っ
た
園
で
は
、
チ
ッ
素
成
分
中
心
の
液
肥
を

定
期
的
に
散
布
し
、
初
期
成
育
を
強
化
し
ま

し
ょ
う
。

　
園
内
の
枝
の
伸
び
方
を
見
な
が
ら
新
梢
の
整

理
を
行
い
、
園
内
が
繁
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
気

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
芽
か
ぎ
は
、
必
要
芽
数（
新
梢
数
）・
樹
勢
・

配
置
を
考
慮
し
な
が
ら
、
生
育
の
そ
ろ
っ
た
芽

を
残
す
よ
う
数
回
に
分
け
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
新
梢
の
樹
勢
が
強
い
場
合
は
誘
引
を
行
い
、

先
端
を
下
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
花
穂
に
流
れ
る

養
分
の
量
を
増
や
し
充
実
を
促
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
期

　
１
回
目
の
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
後
は
昼
夜
の
温

度
を
低
め
に
管
理
し
、
処
理
後
摘
心
を
行
い
、

し
っ
か
り
と
灌
水
を
行
っ
て
、
着
粒
の
安
定
と

初
期
肥
大
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
１
回
目
処
理
時
に
は
、
効
き
を
よ
く
す
る
た

め
に
十
分
な
湿
度
が
必
要
で
す
。
乾
燥
時
に
は

散
水
を
行
い
、
湿
度
を
上
げ
て
か
ら
処
理
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
逆
に
、
２
回
目
処
理
時
に

は
、
薬
害（
ジ
ベ
焼
け
）を
防
ぐ
た
め
、
晴
天
時

に
風
通
し
を
良
く
し
て
処
理
し
、
房
を
振
る
う

な
ど
し
て
処
理
液
を
よ
く
落
と
し
て
く
だ
さ
い
。

　
開
花
期
間
中
は
、や
や
乾
燥
気
味
に
管
理
し
、

２
回
目
の
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
後
か
ら
温
度
を
上

げ
、
た
っ
ぷ
り
灌
水
を
行
い
、
果
粒
の
初
期
肥

大（
細
胞
分
裂
）を
促
進
し
て
く
だ
さ
い
。

　
開
花
期
間
中
の
多
湿
は
、
灰
色
か
び
病
の
発

生
を
助
長
す
る
の
で
注
意
し
て
管
理
し
て
く
だ

さ
い
。

　
開
花
期
間
中
に
花
穂
の
整
形
と
房
数
の
整
理

を
行
い
、
着
荷
量
の
調
整
を
早
め
に
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

落
葉
果
樹

▲秋の状態
この時に駆除しておく
のも重要

【
露
地
栽
培（
芽
袋・ト
ン
ネ
ル・完
全
露
地
）】

◆
灌
水

　
発
芽
前
に
乾
燥
し
な
い
よ
う
に
定
期
的
に
灌

水
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
芽
袋

　
３
月
中
旬
か
ら
芽
袋
を
か
け
て
、
展
葉
４
〜

５
枚
ご
ろ
に
は
除
去
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
以

降
は
、
新
梢
が
徒
長
す
る
だ
け
で
生
育
の
促
進

は
見
込
め
ま
せ
ん
。

　
霜
害
は
、
乾
燥
し
、
閉
切
っ
た
芽
袋
内
の
方

が
被
害
を
受
け
や
す
い
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

い
ち
じ
く

◆
圃
場
の
改
善

　
水
は
け
の
悪
い
園
地
で
は
、
場
合
に
よ
っ
て

は
樹
が
枯
れ
ま
す
。
溝
切
り
の
実
施
や
明
渠
等

を
設
け
、
排
水
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
園
内
清
掃

　
剪
定
枝
や
葉
・
残
果
等
は
、
病
害
虫
の
発
生

源
と
な
り
ま
す
の
で
、
か
き
集
め
て
園
外
に
持

ち
出
し
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

◆
ケ
ム
シ

　
山
際
、
雑
木
樹
の
周
辺
園
で
は
、
ケ
ム
シ
に

よ
る
新
梢
の
食
害
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
発

生
し
た
場
合
は
殺
虫
剤
を
使
用
し
て
く
だ
さ

い
。園
内
の
雑
草
に
も
寄
生
し
て
い
ま
す
の
で
、

除
草
作
業
も
あ
わ
せ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

も
も

　
３
月
下
旬
〜
４
月
上
旬
は
開
花
期
で
す
。
花

粉
の
な
い
品
種
は
受
粉
作
業
を
行
い
ま
し
ょ

う
。
花
粉
の
付
き
が
良
い
品
種
は
摘
蕾
・
摘
花

を
し
、貯
蔵
用
分
の
浪
費
を
少
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

　
果
実
の
肥
大
が
始
ま
っ
て
く
る
の
で
、
乾
燥

が
続
く
場
合
は
、
灌
水
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
注
意
す
る
病
害
虫

　
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
、ケ
ム
シ
類
、縮
葉
病
、せ
ん

孔
細
菌
病
、
灰
星
病
、
黒
星
病
、
果
実
赤
点
病

【
春
夏
野
菜
定
植
に
向
け
た
準
備
】

　
３
月
下
旬
ご
ろ
か
ら
夏
野
菜
の
苗
が
店
頭
に

並
び
始
め
ま
す
が
、
多
く
の
作
物
は
５
月
上
旬

頃
が
定
植
適
期
と
な
り
ま
す
。
ト
ン
ネ
ル
栽
培

を
行
え
ば
早
め
の
定
植
も
可
能
で
す
が
、
暑
い

日
は
換
気
す
る
な
ど
の
管
理
が
必
要
と
な
り
、

難
易
度
が
上
が
り
ま
す
。
購
入
さ
れ
る
際
は
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

　
３
月
〜
４
月
下
旬
は
畑
の
準
備
を
行
い
、
５

月
上
旬
の
定
植
に
備
え
ま
し
ょ
う
。
土
づ
く
り

と
し
て
１
㎡
当
た
り
堆
肥
を
２
㎏
、
苦
土
石
灰

を
１
０
０
〜
１
５
０
ｇ
、
肥
料
を
１
０
０
〜

１
５
０
ｇ
施
し
て
よ
く
混
和
し
て
お
き
ま
す
。

　
夏
野
菜
の
多
く
は
実
を
収
穫
し
ま
す
。
窒
素

が
多
す
ぎ
る
と
株
ば
か
り
が
大
き
く
な
り
、
実

が
つ
き
に
く
く
な
る
の
で
元
肥
は
入
れ
す
ぎ
な

い
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
昨
年
の
状
況
を
参
考

に
し
て
、
調
整
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
良
い
土
の
条
件
は
、①
根
が
十
分
に
張
れ
る
。

②
通
気
性
と
排
水
が
良
い
。
③
保
水
性
・
保
肥

性
が
良
い
。
④
適
正
な
酸
度
で
あ
る
。
⑤
清
潔

で
あ
る
。
⑥
石
や
礫
な
ど
の
異
物
が
な
い
。
⑦

微
生
物
が
多
く
含
ま
れ
る
。
以
上
の
７
点
を
満

た
し
て
い
る
の
が
理
想
で
す
。

　
ま
た
、
夏
野
菜
は
基
本
的
に
日
光
を
好
み
ま

す
の
で
、
日
当
た
り
を
考
慮
し
た
配
置
に
な
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
ソ
ラ
マ
メ
の
管
理
】

　
追
肥
を
２
〜
３
月
の
間
に
一
度
、
１
株
当
た

り
一
握
り
程
度
施
し
ま
す
。
倒
状
を
防
止
す
る

た
め
に
、
追
肥
後
は
10
㎝
程
度
と
厚
め
に
土
寄

せ
し
ま
す
。

　
気
温
が
上
が
る
と
１
株
か
ら
12
〜
13
本
程
度

分
枝
し
ま
す
が
、
そ
れ
を
全
て
残
す
と
光
量
不

足
と
な
り
、
落
花
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　
分
枝
を
抑
制
し
、
良
い
枝
を
出
さ
せ
る
た
め

に
、
複
葉
が
６
本
程
展
開
し
た
ら
主
茎
を
摘
心

し
ま
す
。

　
４
月
に
入
る
と
側
枝
が
伸
び
て
く
る
の
で
、

株
当
た
り
５
〜
６
本
残
し
他
の
枝
を
除
去
し
ま

す
。
乾
燥
す
る
と
、
有
効
な
分
枝
が
少
な
く
な

り
収
量
が
減
少

す
る
の
で
十
分

に
水
や
り
し
ま

し
ょ
う
。

　
２
回
目
の
追

肥
は
花
が
咲
い

た
頃
に
行
い
ま

す
。
こ
の
時
期

に
水
が
不
足
す

る
と
実
が
太
ら

な
い
の
で
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

　
開
花
後
35
〜

40
日
ほ
ど
経
過

す
る
と
莢
が
下

向
き
と
な
り
、

光
沢
を
帯
び
て

く
る
の
で
、
そ

れ
を
目
安
に
収

穫
を
行
い
ま
す
。

　
ソ
ラ
マ
メ
の
収
穫
適
期
は
、
非
常
に
短
い
の

で
遅
れ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　
塩
茹
で
に
す
る
こ
と
の
多
い
ソ
ラ
マ
メ
で
す

が
、
莢
ご
と
グ
リ
ル
に
入
れ
、
表
面
の
５
割
ほ

ど
が
黒
く
な
る
ま
で
弱
火
で
じ
っ
く
り
と
焼

き
、
塩
で
食
べ
る
丸
焼
き
も
大
変
美
味
な
の
で

是
非
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▲縮葉病

▲桃 アブラムシ

家
庭
菜
園

複葉を６枚残して
主茎を摘芯する。

株元から数本分枝してきた
ら、株が倒れないように
10cmくらいの厚さに土寄せ
する。１株に５～６本の枝を
仕立て、細い枝は摘除する。

10cmくらい土寄せ

込み合っている細い
茎は除去する。

収穫適期の目安
❶莢の背筋が黒褐色になる。
❷莢が下垂する。
❸莢が光沢を帯びる。

収穫適期

営農相談 農業に関することなら専門的なことから家庭菜園まで、お気軽にご相談ください。JAは、新たに農業を始められる方も支援しています。
（東尾道営農センター）☎0848-56-1231　（尾道北営農センター）☎0848-29-9611　（御調営農センター）☎0848-76-2242
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か
ら

か
ら

か
ら

か
ら

地
域
で
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
や

S
D
G
s
を
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
話
題
を

ご
紹
介
し
ま
す
！

　

１
月
22
日（
水
）、
東
尾
道
経
済
事
業
本
部
で

第
27
期
農
業
塾
開
講
式
を
開
催
し
、
32
名
の
新

規
塾
生
が
気
持
ち
を
新
た
に
ス
タ
ー
ト
を
切
り

ま
し
た
。

　

今
年
度
で
27
年
目
を
迎
え
る
農
業
塾
は
、
野

菜
園
芸
コ
ー
ス
と
果
樹
園
芸
コ
ー
ス
の
２
コ
ー

ス
で
、
１
年
間
座
学
や
実
習
を
通
し
て
農
業
の

基
礎
を
学
び
ま
す
。
講
義
は
営
農
指
導
員
を
は

じ
め
、
Ｊ
Ａ
全
農
ひ
ろ
し
ま
と
も
連
携
し
て
行

い
ま
す
。

　

塾
長
を
務
め
る
村
上
俊
二
組
合
長
は「
こ
の
農

業
塾
で
は
、農
業
を
始
め
る
サ
ポ
ー

ト
や
生
産
者
の
育
成
を
目
的
と
し

て
掲
げ
て
お
り
、
開
講
以
来
26
年

間
に
９
７
２
名
が
受
講
し
、
現
在

も
農
業
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。
１
年
間
を
通
し
て
楽
し

く
学
び
、
卒
業
後
に
は
全
員
が
営

農
の
場
で
存
分
に
力
を
発
揮
し
て

い
た
だ
き
た
い
」と
受
講
生
へ
エ
ー

ル
を
送
り
ま
し
た
。

農
業
を
基
礎
か
ら
学
ぶ

第
27
期
農
業
塾
開
講

　

２
月
５
日（
水
）、
Ｊ
Ａ
尾
道
市
わ
け
ぎ
部
会
は
、
Ｊ
Ａ
全

農
ひ
ろ
し
ま
等
関
係
団
体
７
名
と
広
島
県
庁
を
訪
問
し
、
ひ

ろ
し
ま
わ
け
ぎ
の
新
た
な
食
べ
方
提
案
と
し
て
開
発
し
た
新
レ

シ
ピ
の
試
食
会
を
行
い
、湯
崎
広
島
県
知
事
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

広
島
県
で
生
産
さ
れ
る
わ
け
ぎ
は
全
国
の
収
穫
量
の
50
％

を
占
め
る
一
方
、「
ぬ
た
」以
外
の
食
べ
方
の
認
知
度
向
上
が

課
題
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
お
り
、
今
回
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
食
品

（
株
）が
全
国
で
展
開
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
お
す
す
め
野
菜

の
ひ
と
つ
に
わ
け
ぎ
が
選
定
さ
れ
、
新
レ
シ
ピ
の
開
発
と
併

せ
て
量
販
店
の
店
頭
Ｐ
Ｏ
Ｐ
の
掲
示

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、
県
内
の

需
要
を
さ
ら
に
掘
り
起
こ
し
、
ひ
ろ

し
ま
わ
け
ぎ
の
消
費
拡
大
を
目
的
に

県
庁
へ
の
訪
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

試
食
会
で
は
、
そ
の
新
レ
シ
ピ
の

１
つ
で
あ
る「
わ
け
ぎ
と
ひ
き
肉
の
サ

ラ
ダ
」を
湯
崎
知
事
に
試
食
し
て
も

ら
い
、
わ
け
ぎ
の
お
い
し
さ
を
Ｐ
Ｒ

し
ま
し
た
。

ひ
ろ
し
ま
わ
け
ぎ
を
Ｐ
Ｒ

Ｊ
Ａ
尾
道
市
わ
け
ぎ
部
会

が
広
島
県
庁
を
訪
問

　

ぶ
ど
う
部
会
は
12
月
23
日（
月
）、
福
山
市
の
あ

ぶ
と
本
館
で
令
和
６
年
産
ぶ
ど
う
部
会
出
荷
反
省

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
で
は
、
穏
地
隆
則
部
会
長
が「
生
産
者
と

し
て
、
栽
培
管
理
を
徹
底
し
高
品
質
な
ぶ
ど
う
を

作
り
、信
頼
し
て
も
ら
え
る
産
地
の
維
持
を
行
い
、

販
売
強
化
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」と
挨
拶
し
ま

し
た
。

　

協
議
事
項
で
は
、
令
和
６
年
産
の
生
産
状
況
に
つ

い
て
、
営
農
販
売
課
の
須
野
田
祐
也
技
師
か
ら
説
明

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和

６
年
産
の
販
売
実
績
の
報
告
も
行

わ
れ
、
ぶ
ど
う
全
体
の
出
荷
量
は

昨
年
と
同
等
で
、
販
売
金
額
は
単

価
が
上
昇
し
た
た
め
、
昨
年
対
比

１
０
６
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
反
省
会
は
、
生
産
者
、
市
場

関
係
者
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
な
ど
約
40

人
が
出
席
し
、
次
年
度
に
向
け
て

活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

ぶ
ど
う
部
会
が

出
荷
反
省
会
を
開
催

部 会

部 会

J A

開会の挨拶をする穏地部会長

ひろしまわけぎをPRする星丘部会長
（左から３番目）

第１回の講義を聞く農業塾生

　

１
月
24
日（
金
）、
因
島
営
農
セ
ン
タ
ー
で
柑
橘
園
地

に
お
け
る
マ
ル
チ
ロ
ー
タ
ー（
ド
ロ
ー
ン
）防
除
講
演
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

柑
橘
園
地
の
農
薬
散
布
作
業
は
急
傾
斜
地
が
多
く
、

そ
れ
に
加
え
大
規
模
農
家
で
は
、
散
布
面
積
が
広
範
囲

と
な
り
長
時
間
の
防
除
作
業
が
負
担
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ド
ロ
ー
ン
防
除
は
省
力
化
対
策
の
１
つ
と
し
て
過

去
か
ら
試
験
を
実
施
し
、
令
和
６
年
度
か
ら
請
負
防
除

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
Ｊ
Ａ
か

ら
こ
れ
ま
で
の
試
験
結

果
と
請
負
防
除
の
成
果

に
つ
い
て
発
表
が
あ

り
、
講
演
会
講
師
か
ら

は
最
新
の
農
業
用
ド

ロ
ー
ン
技
術
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、「
農
薬

を
散
布
す
る
面
積
が
広

く
、
防
除
に
大
変
時
間

が
掛
か
っ
て
い
る
。
機

会
が
あ
れ
ば
依
頼
し
て

み
た
い
」と
話
さ
れ
ま

し
た
。

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る

農
薬
散
布
防
除

か
ん
き
つ
ド
ロ
ー
ン

防
除
講
演
会
を
開
催

　

２
月
１
日（
土
）、「
八
朔
ゆ
か
り
の
会
」が
因
島
田

熊
町
に
あ
る
因
島
密
厳
浄
土
寺
で
第
３
回
八
朔
地
蔵

加
持
力
法
要（
八
朔
原
木
並
び
に
八
朔
地
蔵
尊
）を
開

催
し
、
村
上
克
文
経
済
常
務
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

同
寺
は
、
約
１
６
０
年
前
に
当
時
の
住
職
が
八
朔

を
寺
領
で
発
見
し
た
こ
と
か
ら
八
朔
発
祥
の
地
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
法
要
は
、
初
朔
日
に
合
わ
せ
て
行
わ

れ
、
八
朔
に
情
熱
を
注
ぎ
、
苦
労
を
重
ね
た
先
人
と

人
々
の
健
康
・
産
業
に
貢
献
し
た
八
朔
果
実
に
、
感

謝
を
込
め
て
祈
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

法
要
を
行
っ
た

麻
生
住
職
は「
本

日
は
生
産
者
お
よ

び
農
業
関
係
業
者

よ
り
た
く
さ
ん
の

協
力
を
い
た
だ

き
、
法
要
を
無
事

終
了
で
き
ま
し

た
。
八
朔
を
通
し

因
島
地
区
が
活
性

化
す
る
こ
と
が
で

き
た
ら
嬉
し
い
で

す
。」と
話
さ
れ
ま

し
た
。

八
朔
果
実
に
感
謝
を

込
め
て
祈
る「
八
朔

地
蔵
加
持
力
法
要
」

を
因
島
で
開
催

　

１
月
28
日（
火
）、
Ｊ
Ａ
尾
道
市
女
性
部
木
ノ
庄

西
支
部
は
木
ノ
庄
西
サ
ロ
ン
で
部
員
が
栽
培
し
た

も
ち
米
を
使
っ
て
餅
つ
き
を
行
い
、
女
性
部
員
、

地
域
の
方
々
な
ど
約
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
３
台
の
餅
つ
き
機
を
使
っ
て
で
き

あ
が
っ
た
餅
を
手
際
よ
く
丸
め
、
約
７
８
０
個
の

白
餅
と
ヨ
モ
ギ
餅
を
作
り
ま
し
た
。
ま
た
尾
道
北

支
店
職
員
も
参
加
し
、
女
性
部
員
か
ら
餅
の
丸
め

方
を
習
い
一
緒
に
作
業
を
楽
し
み
ま
し
た
。
で
き

た
餅
は
パ
ッ
ク
に
詰
め
て
、
地
域
の
女
性
部
員
へ

配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

数
年
ぶ
り
に
手

作
り
の
豚
汁
も
振

舞
わ
れ
、
部
員
は

「
も
っ
と
多
く
の

地
域
の
方
に
参
加

し
て
も
ら
っ
て
、

来
年
も
楽
し
い
餅

つ
き
を
開
催
し
た

い
」と
笑
顔
で
話

さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
尾
道
市
女
性
部

木
ノ
庄
西
支
部

部
会
活
動
で
餅
つ
き

女性部

J A

地域

講習を聞く生産者

八朔果実に感謝を込めて祈る村上常務

餅を丸める参加者

JAミックス・ベジタブル FMおのみち79.4MHzにて、毎週金曜日午前10時半からJA尾道市管内の旬な情報をお届けしています。 8



か
ら

か
ら

か
ら

か
ら

地
域
で
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
や

S
D
G
s
を
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
話
題
を

ご
紹
介
し
ま
す
！

　

１
月
22
日（
水
）、
東
尾
道
経
済
事
業
本
部
で

第
27
期
農
業
塾
開
講
式
を
開
催
し
、
32
名
の
新

規
塾
生
が
気
持
ち
を
新
た
に
ス
タ
ー
ト
を
切
り

ま
し
た
。

　

今
年
度
で
27
年
目
を
迎
え
る
農
業
塾
は
、
野

菜
園
芸
コ
ー
ス
と
果
樹
園
芸
コ
ー
ス
の
２
コ
ー

ス
で
、
１
年
間
座
学
や
実
習
を
通
し
て
農
業
の

基
礎
を
学
び
ま
す
。
講
義
は
営
農
指
導
員
を
は

じ
め
、
Ｊ
Ａ
全
農
ひ
ろ
し
ま
と
も
連
携
し
て
行

い
ま
す
。

　

塾
長
を
務
め
る
村
上
俊
二
組
合
長
は「
こ
の
農

業
塾
で
は
、農
業
を
始
め
る
サ
ポ
ー

ト
や
生
産
者
の
育
成
を
目
的
と
し

て
掲
げ
て
お
り
、
開
講
以
来
26
年

間
に
９
７
２
名
が
受
講
し
、
現
在

も
農
業
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。
１
年
間
を
通
し
て
楽
し

く
学
び
、
卒
業
後
に
は
全
員
が
営

農
の
場
で
存
分
に
力
を
発
揮
し
て

い
た
だ
き
た
い
」と
受
講
生
へ
エ
ー

ル
を
送
り
ま
し
た
。

農
業
を
基
礎
か
ら
学
ぶ

第
27
期
農
業
塾
開
講

　

２
月
５
日（
水
）、
Ｊ
Ａ
尾
道
市
わ
け
ぎ
部
会
は
、
Ｊ
Ａ
全

農
ひ
ろ
し
ま
等
関
係
団
体
７
名
と
広
島
県
庁
を
訪
問
し
、
ひ

ろ
し
ま
わ
け
ぎ
の
新
た
な
食
べ
方
提
案
と
し
て
開
発
し
た
新
レ

シ
ピ
の
試
食
会
を
行
い
、湯
崎
広
島
県
知
事
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

広
島
県
で
生
産
さ
れ
る
わ
け
ぎ
は
全
国
の
収
穫
量
の
50
％

を
占
め
る
一
方
、「
ぬ
た
」以
外
の
食
べ
方
の
認
知
度
向
上
が

課
題
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
お
り
、
今
回
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
食
品

（
株
）が
全
国
で
展
開
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
お
す
す
め
野
菜

の
ひ
と
つ
に
わ
け
ぎ
が
選
定
さ
れ
、
新
レ
シ
ピ
の
開
発
と
併

せ
て
量
販
店
の
店
頭
Ｐ
Ｏ
Ｐ
の
掲
示

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、
県
内
の

需
要
を
さ
ら
に
掘
り
起
こ
し
、
ひ
ろ

し
ま
わ
け
ぎ
の
消
費
拡
大
を
目
的
に

県
庁
へ
の
訪
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

試
食
会
で
は
、
そ
の
新
レ
シ
ピ
の

１
つ
で
あ
る「
わ
け
ぎ
と
ひ
き
肉
の
サ

ラ
ダ
」を
湯
崎
知
事
に
試
食
し
て
も

ら
い
、
わ
け
ぎ
の
お
い
し
さ
を
Ｐ
Ｒ

し
ま
し
た
。

ひ
ろ
し
ま
わ
け
ぎ
を
Ｐ
Ｒ

Ｊ
Ａ
尾
道
市
わ
け
ぎ
部
会

が
広
島
県
庁
を
訪
問

　

ぶ
ど
う
部
会
は
12
月
23
日（
月
）、
福
山
市
の
あ

ぶ
と
本
館
で
令
和
６
年
産
ぶ
ど
う
部
会
出
荷
反
省

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
で
は
、
穏
地
隆
則
部
会
長
が「
生
産
者
と

し
て
、
栽
培
管
理
を
徹
底
し
高
品
質
な
ぶ
ど
う
を

作
り
、信
頼
し
て
も
ら
え
る
産
地
の
維
持
を
行
い
、

販
売
強
化
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」と
挨
拶
し
ま

し
た
。

　

協
議
事
項
で
は
、
令
和
６
年
産
の
生
産
状
況
に
つ

い
て
、
営
農
販
売
課
の
須
野
田
祐
也
技
師
か
ら
説
明

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和

６
年
産
の
販
売
実
績
の
報
告
も
行

わ
れ
、
ぶ
ど
う
全
体
の
出
荷
量
は

昨
年
と
同
等
で
、
販
売
金
額
は
単

価
が
上
昇
し
た
た
め
、
昨
年
対
比

１
０
６
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
反
省
会
は
、
生
産
者
、
市
場

関
係
者
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
な
ど
約
40

人
が
出
席
し
、
次
年
度
に
向
け
て

活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

ぶ
ど
う
部
会
が

出
荷
反
省
会
を
開
催

部 会

部 会

J A

開会の挨拶をする穏地部会長

ひろしまわけぎをPRする星丘部会長
（左から３番目）

第１回の講義を聞く農業塾生

　

１
月
24
日（
金
）、
因
島
営
農
セ
ン
タ
ー
で
柑
橘
園
地

に
お
け
る
マ
ル
チ
ロ
ー
タ
ー（
ド
ロ
ー
ン
）防
除
講
演
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

柑
橘
園
地
の
農
薬
散
布
作
業
は
急
傾
斜
地
が
多
く
、

そ
れ
に
加
え
大
規
模
農
家
で
は
、
散
布
面
積
が
広
範
囲

と
な
り
長
時
間
の
防
除
作
業
が
負
担
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ド
ロ
ー
ン
防
除
は
省
力
化
対
策
の
１
つ
と
し
て
過

去
か
ら
試
験
を
実
施
し
、
令
和
６
年
度
か
ら
請
負
防
除

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
Ｊ
Ａ
か

ら
こ
れ
ま
で
の
試
験
結

果
と
請
負
防
除
の
成
果

に
つ
い
て
発
表
が
あ

り
、
講
演
会
講
師
か
ら

は
最
新
の
農
業
用
ド

ロ
ー
ン
技
術
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、「
農
薬

を
散
布
す
る
面
積
が
広

く
、
防
除
に
大
変
時
間

が
掛
か
っ
て
い
る
。
機

会
が
あ
れ
ば
依
頼
し
て

み
た
い
」と
話
さ
れ
ま

し
た
。

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る

農
薬
散
布
防
除

か
ん
き
つ
ド
ロ
ー
ン

防
除
講
演
会
を
開
催

　

２
月
１
日（
土
）、「
八
朔
ゆ
か
り
の
会
」が
因
島
田

熊
町
に
あ
る
因
島
密
厳
浄
土
寺
で
第
３
回
八
朔
地
蔵

加
持
力
法
要（
八
朔
原
木
並
び
に
八
朔
地
蔵
尊
）を
開

催
し
、
村
上
克
文
経
済
常
務
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

同
寺
は
、
約
１
６
０
年
前
に
当
時
の
住
職
が
八
朔

を
寺
領
で
発
見
し
た
こ
と
か
ら
八
朔
発
祥
の
地
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
法
要
は
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初
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に
合
わ
せ
て
行
わ

れ
、
八
朔
に
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熱
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ぎ
、
苦
労
を
重
ね
た
先
人
と

人
々
の
健
康
・
産
業
に
貢
献
し
た
八
朔
果
実
に
、
感

謝
を
込
め
て
祈
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

法
要
を
行
っ
た

麻
生
住
職
は「
本

日
は
生
産
者
お
よ

び
農
業
関
係
業
者

よ
り
た
く
さ
ん
の

協
力
を
い
た
だ

き
、
法
要
を
無
事

終
了
で
き
ま
し

た
。
八
朔
を
通
し

因
島
地
区
が
活
性

化
す
る
こ
と
が
で

き
た
ら
嬉
し
い
で

す
。」と
話
さ
れ
ま

し
た
。

八
朔
果
実
に
感
謝
を

込
め
て
祈
る「
八
朔

地
蔵
加
持
力
法
要
」

を
因
島
で
開
催

　

１
月
28
日（
火
）、
Ｊ
Ａ
尾
道
市
女
性
部
木
ノ
庄

西
支
部
は
木
ノ
庄
西
サ
ロ
ン
で
部
員
が
栽
培
し
た

も
ち
米
を
使
っ
て
餅
つ
き
を
行
い
、
女
性
部
員
、

地
域
の
方
々
な
ど
約
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
３
台
の
餅
つ
き
機
を
使
っ
て
で
き

あ
が
っ
た
餅
を
手
際
よ
く
丸
め
、
約
７
８
０
個
の

白
餅
と
ヨ
モ
ギ
餅
を
作
り
ま
し
た
。
ま
た
尾
道
北

支
店
職
員
も
参
加
し
、
女
性
部
員
か
ら
餅
の
丸
め

方
を
習
い
一
緒
に
作
業
を
楽
し
み
ま
し
た
。
で
き

た
餅
は
パ
ッ
ク
に
詰
め
て
、
地
域
の
女
性
部
員
へ

配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

数
年
ぶ
り
に
手

作
り
の
豚
汁
も
振

舞
わ
れ
、
部
員
は

「
も
っ
と
多
く
の

地
域
の
方
に
参
加

し
て
も
ら
っ
て
、

来
年
も
楽
し
い
餅

つ
き
を
開
催
し
た

い
」と
笑
顔
で
話

さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
尾
道
市
女
性
部

木
ノ
庄
西
支
部

部
会
活
動
で
餅
つ
き

女性部

J A

地域

講習を聞く生産者

八朔果実に感謝を込めて祈る村上常務

餅を丸める参加者

農産物直売所 ええじゃん尾道 尾道店･向島店 地域の“旬”と“うまい”をお届けします。
尾道店 ☎0848-55-9048 午前9時から午後6時まで営業　向島店 ☎0848-20-6008 午前9時から正午まで営業
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広報誌「ええJAん！おのみち」について広報誌「ええJAん！おのみち」について
平素から広報誌「ええJAん！おのみち」をご愛読いただき、ありがとうございます。

誠に勝手ながら、令和７年度からの広報誌につきまして次のとおりとさせていただきます。

当JAのホームページへは、下記URLまたは二次元コードからアクセスできます。

① 紙媒体での発行を奇数月といたし
ます。

　偶数月にはホームページ上に営農
情報を中心とした簡易版の広報誌を
掲載いたします。

② 広報誌の配布は希望される正組合員のみとさせて
いただきます。

　広報誌は今までどおり、支店・出張所・営農セン
ター等に備え置きしておりますのでお持ち帰りいた
だくか、当JAのホームページを通じてご覧ください。

https://ja-onomichi.or.jp/

●御調営農センター　 ▶　 御調支店購買店舗（TEL：0848-76-2242）

令和７年４月１日（火）より、下記営農センターを支店の購買店舗として営業いたします
（営業内容は今までと変わりません）。
引き続きのご利用をお願い申し上げます。お知らせ

あなたの遺言書 法務局が守ります。
　相続に関するトラブルを防ぐには遺言書を残しておくことが有効
です。「自筆証書遺言書保管制度」なら、ご自身が作成した遺言書を
法務局で厳重に保管。改ざんや紛失などのおそれがなく安心です。
相続開始後には、指定した人に遺言書を保管していることを通知す
ることができるほか、家庭裁判所での検認手続が不要になるなどメ
リットがいっぱい！義務化が始まった相続登記の申請にも使えま
す。費用は手数料3,900円のみ。元気なうちに遺言書を作成してお
きませんか。
　詳しくは下記の法務局までお問い合せください。

遺言書ほかんガルー
広島法務局尾道支局　☎0848-23-2883
自筆証書遺言書保管制度

キャッシュカードを紛失されたら 直ちに下記までご連絡ください。（営業日につきましては発行された本店・支店・出張所窓口へ）
（夜間18：00～21：00、土曜８：45～20：00、日祝日８：45～19：00　 0120-577931）

10



広報誌「ええJAん！おのみち」について広報誌「ええJAん！おのみち」について
平素から広報誌「ええJAん！おのみち」をご愛読いただき、ありがとうございます。

誠に勝手ながら、令和７年度からの広報誌につきまして次のとおりとさせていただきます。

当JAのホームページへは、下記URLまたは二次元コードからアクセスできます。

① 紙媒体での発行を奇数月といたし
ます。

　偶数月にはホームページ上に営農
情報を中心とした簡易版の広報誌を
掲載いたします。

② 広報誌の配布は希望される正組合員のみとさせて
いただきます。

　広報誌は今までどおり、支店・出張所・営農セン
ター等に備え置きしておりますのでお持ち帰りいた
だくか、当JAのホームページを通じてご覧ください。

https://ja-onomichi.or.jp/

●御調営農センター　 ▶　 御調支店購買店舗（TEL：0848-76-2242）

令和７年４月１日（火）より、下記営農センターを支店の購買店舗として営業いたします
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　相続に関するトラブルを防ぐには遺言書を残しておくことが有効
です。「自筆証書遺言書保管制度」なら、ご自身が作成した遺言書を
法務局で厳重に保管。改ざんや紛失などのおそれがなく安心です。
相続開始後には、指定した人に遺言書を保管していることを通知す
ることができるほか、家庭裁判所での検認手続が不要になるなどメ
リットがいっぱい！義務化が始まった相続登記の申請にも使えま
す。費用は手数料3,900円のみ。元気なうちに遺言書を作成してお
きませんか。
　詳しくは下記の法務局までお問い合せください。

遺言書ほかんガルー
広島法務局尾道支局　☎0848-23-2883
自筆証書遺言書保管制度

ふれあいセンター まごころ込めて心に残る葬儀をお手伝いさせていただきます。葬儀、搬送車のご用命は　 0120-560948（24時間受付）  
（やすらぎ会館東尾道）☎0848-46-1150　（やすらぎ会館みつぎ）☎0848-77-0848

11



令和8年度（2026年度）
JA尾道市職員採用試験のお知らせ

採用対象者 高等学校の卒業予定者 大学（大学院含む）・短大の
学卒者及び学卒予定者

その他求職者
（キャリア採用）

人 数 若干名 若干名

応 募 資 格
令和８年（2026年）３月
31日までに高等学校を
卒業見込みの者

（１） 令和８年（2026年）３月
31日までに大学（大学院
を含む）を卒業見込み又
は卒業後３年以内の者

（２） 令和８年（2026年）３月
31日までに短大（２年制
以上の専門学校を含む）
を卒業見込み又は卒業後
３年以内の者

高卒以上で採用時の年齢が
45歳以下で次のいずれかに
該当する者
① JAグループ内での就業経

験者
②総合職を希望する者
③一般職を希望する者
④専門的能力を有する者

受付開始日
令和7年度広島県の高等
学校卒業予定者の就職活
動のルールに準ずる

令和７年３月１日 随時

必 要 書 類 全国高等学校統一用紙

（１） エントリーシート
（２） 卒業見込証明書又は

卒業証明書
（３）学業成績証明書

（１）履歴書
（２）卒業証明書

選 考 方 法 小論文、面接 基礎能力・適性検査、
小論文、面接 小論文、面接

書類提出先（問い合わせ先）

〒722-0014　広島県尾道市新浜１丁目10-31
尾道市農業協同組合　総務部　人事課
TEL 0848-23-3322

大学（大学院含む）・短大の学
卒者及び学卒予定者について
の詳細はマイナビ2026JA尾
道市のページをご覧ください。

マイナビ2026
JA尾道市の
ページは
こちらから

健康だより

採血で
すい臓がんの検査を受けてみませんか？

すい臓がんが気になる人に朗報です！

　JA尾道総合病院では、令和７年４月から１日ドック、２日ドック、がんドックにオプション検査
として、『APOA2（アポエーツー）』というすい臓がんの診断補助に使われる腫瘍マーカー（血液検査）
を追加しました。料金は、5,500円（税込）です。
　気になる方は、人間ドックのお申し込みの際に、追加オプション検査をお申し出ください。
　すい臓がんのリスク因子は、下記の通りです。該当される方は、ぜひご検討ください。

★すい臓がんの家族歴　　★生活習慣病（糖尿病・肥満）　　★すい疾患（慢性すい炎など）
★喫煙　　★習慣的に飲酒している　　　など

新しいすい臓がん検査について
〈アポリポ蛋白A2（APOA2）アイソフォーム検査とは〉

出典：Honda K, et al. PLoS One. 2012; 7; e46908

● 血液中にあるAPOA2というタンパク質には主に３つのタイプ（アイソフォーム）があり、健
康な人はそのバランスが一定に保たれています。
● すい臓がんになると、このバランスが崩れてきます。
● APOA2アイソフォーム検査は、このバランスを示す
指標「APOA2-i Index」を用いて判定を行います。
● 従来の腫瘍マーカーとは異なる物質を測定するため、
これまで検出されなかったすい臓がんを見つけられる
可能性があります。

APOA2アイソフォームは、すい臓がんの診断補助に用いられる腫瘍マーカーです。

〈結果の見方〉
　すい臓がんの場合、基準値を下回る可能性があります。基準値未満だった方は、医療機関を受診し、
精密検査を受けましょう。

〈APOA2アイソフォーム検査におけるご注意〉
● APOA2-i Indexが基準値未満であっても、すい臓がんとは限りません。また、基準値以上であっ
ても、すい臓がんではないとは限りません。
● また、本検査はすい炎などのすい疾患に罹患されている方でも基準値未満となる場合があります。
● そのため、本検査の結果のみですい臓がんの診断はできませんので、必ず他の関連
する検査結果や臨床情報などと合わせた医師による総合的な診断を受けてください。

問い合わせ先 JA尾道総合病院　健康管理センター
☎ 0848-22-8111　13時～16時

はっさくゼリー はっさく発祥の地、因島のはっさくの果肉が入ったさっぱりとした味わいのゼリーです。
ご注文は「はっさくゼリーセンター」へ　 0120-839041
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JA尾道市職員採用試験のお知らせ
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はっさくシャーベット はっさくの爽やかな酸味や程よい苦味はそのままに、凍らせることでシャリシャリとした食感が楽しめます。13
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！

【
尾
道
市
因
島
中
庄
町　

Ｍ
・
Ｍ
さ
ん
】

素
晴
ら
し
い
思
い
出
で
す
ね
！
ど
ん
な
過

酷
な
条
件
で
も
頑
張
っ
て
合
格
さ
れ
た
こ

と
、
本
当
に
素
晴
ら
し
い
で
す
。
お
孫
さ
ん
も
無

事
合
格
で
き
る
と
良
い
で
す
ね
。
ま
た
、
ま
だ
ま

だ
夢
や
希
望
を
持
ち
続
け
て
い
け
る
こ
と
が
素
敵

で
す
。
ひ
孫
さ
ん
に
会
う
ま
で
元
気
で
、
た
く
さ

ん
の
楽
し
い
思
い
出
を
作
り
続
け
て
く
だ
さ
い
！

応
援
し
て
い
ま
す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
、
バ
ー

バ
！

新
し
い
年
を
迎
え
、
新
た
な
気
持
ち
で
農
作

業
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
店
頭
に

並
ぶ
野
菜
の
高
騰（
家
計
の
た
め
）や
健
康
の
た
め

に
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

【
尾
道
市
向
東
町　

Ｓ
・
Ｉ
さ
ん
】

素
晴
ら
し
い
目
標
で
す
ね
。
新
し
い
年
を

迎
え
、
新
た
な
気
持
ち
で
農
作
業
に
取
り

組
む
の
は
と
て
も
有
意
義
な
こ
と
で
す
。
自
家
栽

培
の
野
菜
は
、
経
済
的
な
面
で
も
健
康
面
で
も
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
ぜ
ひ
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。

最
近
野
菜
の
値
段
が
高
い
で
す
。
や
は
り
気

候
が
不
安
定
だ
か
ら
で
し
ょ
う
ね
。
我
が
家

の
ミ
ニ
畑
に
は
、
大
根
と
小
カ
ブ
が
収
穫
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
お
り
喜
ん
で
い
ま
す
。
あ
と
は
か

つ
お
菜
と
今
年
は
パ
セ
リ
も
種
か
ら
芽
が
出
て
、

ち
ゃ
ん
と
食
卓
を
彩
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
自
然

の
力
っ
て
あ
り
が
た
い
で
す
。

【
尾
道
市
美
ノ
郷
町　

Ｈ
・
Ｔ
さ
ん
】

野
菜
の
値
段
が
高
く
な
っ
て
い
る
の
は
残

念
で
す
ね
。
し
か
し
、
ミ
ニ
畑
で
で
き
る

自
家
栽
培
の
野
菜
が
収
穫
で
き
、
家
庭
料
理
に
一

層
の
風
味
を
添
え
て
く
れ
る
こ
と
は
嬉
し
い
で
す

ね
。
努
力
が
実
を
結
ん
で
、
食
卓
が
豊
か
に
な
る

の
は
と
て
も
素
敵
で
、
自
然
の
力
は
本
当
に
あ
り

が
た
い
で
す
ね
。

先
日
、
白
い
蛇
の
夢
を
見
ま
し
た
。
金
運
が

ア
ッ
プ
す
る
と
い
わ
れ
る
ラ
ッ
キ
ー
な
夢
だ

と
内
心
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
と

あ
る
日
に
屋
根
に
つ
け
て
い
る
天
日
が
水
漏
れ
し

て
い
る
の
を
発
見
し
ま
し
た
。
ま
た
出
費
が
か
さ

む
と
天
国
か
ら
地
獄
へ
落
ち
た
気
分
で
し
た
。
ひ

と
と
き
の
夢
を
見
さ
せ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

【
尾
道
市
因
島
原
町　

Ｓ
・
Ｏ
さ
ん
】

そ
れ
は
本
当
に
残
念
で
し
た
ね
。
白
い
蛇

の
夢
が
幸
運
を
意
味
す
る
と
い
う
の
は
面

白
い
話
で
す
が
、
現
実
の
問
題
に
直
面
す
る
と
気

持
ち
が
落
ち
込
む
の
も
無
理
は
あ
り
ま
せ
ん
。
屋

根
の
水
漏
れ
の
修
理
が
必
要
な
の
は
痛
い
出
費
で

す
が
、
そ
れ
が
解
決
す
れ
ば
ま
た
運
気
が
上
が
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

広
報
誌
毎
月
楽
し
み
に
読
ん
で
い
ま
す
。
１

月
号
の
表
紙
が
正
月
に
と
て
も
合
い
、
可
愛

ら
し
く
飾
っ
た
絵
で
し
た
ね
。

【
世
羅
郡
世
羅
町　

Ｅ
・
Ｓ
さ
ん
】

い
つ
も
広
報
誌
を
ご
愛
読
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
１
月
号
の
表
紙
は
、

今
年
の
干
支
に
ち
な
ん
だ
貯
金
の
粗
品
の
「
に
ょ

ろ
吉
」（
貯
金
箱
）で
す
。
可
愛
い
と
言
っ
て
い
た

だ
き
、
私
も
嬉
し
い
で
す
。

昨
年
の
夏
は
猛
暑
、
秋
は
短
く
暖
か
く
、
冬

は
少
雨
で
秋
野
菜
が
不
良
で
価
格
高
騰
。
今

年
は
、
良
い
野
菜
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。
私
は
息

子
夫
婦
か
ら
い
た
だ
く
立
場
で
す
け
ど
…
…
や
は

り
新
鮮
野
菜
は
美
味
し
い
で
す
ね
。

【
尾
道
市
御
調
町　

Ｋ
・
Ｋ
さ
ん
】

確
か
に
昨
年
は
天
候
が
不
安
定
で
、
野
菜

の
価
格
も
影
響
を
受
け
ま
し
た
ね
。
新
鮮

な
野
菜
は
栄
養
価
も
高
く
、
美
味
し
さ
も
格
別
で

す
。
今
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
て
、
豊
作
に
な
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
息
子
さ
ん
夫
婦
が
育
て
る

野
菜
が
た
く
さ
ん
収
穫
で
き
る
と
良
い
で
す
ね
。

12
月
に
え
え
じ
ゃ
ん
尾
道
で
行
わ
れ
た「
え

え
じ
ゃ
ん
冬
の
大
感
謝
祭
」に
初
め
て
行
き

ま
し
た
。
中
で
も
お
米
の
す
く
い
ど
り
が
家
計
に

も
助
か
り
ま
し
た
。
次
回
も
開
催
さ
れ
た
ら
行
こ

う
と
思
い
ま
す
。

【
尾
道
市
御
調
町　

Ｃ
・
Ｉ
さ
ん
】

「
え
え
じ
ゃ
ん
冬
の
大
感
謝
祭
」で
の
楽
し

い
思
い
出
が
た
く
さ
ん
で
き
た
よ
う
で
、

特
に
お
米
の
す
く
い
ど
り
が
家
計
の
助
け
に
な
っ

た
の
な
ら
良
か
っ
た
で
す
。
次
回
も
開
催
さ
れ
た

ら
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

先
日
、
幸
い
に
も
親
戚
か
ら
紅
白
の
大
根
な

ど
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
我
が
家
で
千
枚
漬

け
を
作
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
千
枚
漬
け
は
12
月

に
も
漬
け
て
も
ら
っ
た
の
で
今
回
が
２
回
目
で

す
。
も
う
す
ぐ
食
べ
ら
れ
ま
す
。
カ
リ
カ
リ
、
コ

リ
コ
リ
、
シ
ワ
シ
ワ
と
楽
し
み
で
す
。

【
尾
道
市
高
須
町　

Ｈ
・
Ａ
さ
ん
】

そ
れ
は
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
！
自
家
製
の

千
枚
漬
け
は
、き
っ
と
格
別
な
お
味
で
し
ょ

う
ね
。
特
に
紅
白
の
大
根
を
使
う
と
見
た
目
も
華

や
か
で
、
お
正
月
の
雰
囲
気
が
さ
ら
に
引
き
立
つ

感
じ
が
し
ま
す
。
カ
リ
カ
リ
、
コ
リ
コ
リ
、
シ
ワ

シ
ワ
の
食
感
を
楽
し
み
な
が
ら
食
べ
る
の
が
待
ち

遠
し
い
で
す
ね
。

毎
日
朝
が
寒
い
で
す
。
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
の

灯
油
が
１
週
間
位
で
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
灯
油
も
高
く
な
っ
て
厳
し
い
で
す
。

【
尾
道
市
美
ノ
郷
町　

Ｔ
・
Ｈ
さ
ん
】

本
当
に
毎
日
寒
い
で
す
よ
ね
。
私
は
、
暖

房
器
具
を
一
切
使
わ
ず
布
団
に
包
ま
っ
て

寒
さ
を
し
の
い
で
い
ま
す
。

　広報誌３月号をお読みいただきありがとうございま
す。今月の特集は１年間の広報誌を振り返ってみました。
来月から紙媒体での発行は奇数月のみとなりますので、
来月はWEB版発行となります。ぜひ、JA尾道市のHPよ
りご覧いただけると幸いです。

編集後記 第20回「ももぞうひろば」は皆さまからのお便りでつくるページです。JAへのご意見・
ご要望、聞いてほしい話、絵ハガキや写真など､住所・氏名・フリガナを明記の
上、下記の宛先までドシドシご応募ください!
※文書の主旨を変えずに直したり、削ったりすることがございます。応募作品はお返しい
たしませんので、ご了承ください。匿名希望の場合は、イニシャル・ペンネーム等をお書き
ください。これらの記載がない場合は、イニシャルを掲載させていただきます。なお、投稿
に際して取得した個人情報は、承諾なく第三者に提供しません。

〒722-0014 尾道市新浜一丁目10-31
JA尾道市総合企画部  組合員課
E-mail：ja-kouho@ja-ono.hiroshima-janet.com

お便りのあて先

参考：日本米粉協会
「多彩な日本の米粉の世界」

クロス ー パ ルワ ド ズ ●出題：ニコリ 今月の
プレゼント

もちもちパンミックス
600ｇ（150ｇ×４）
7名様にプレゼント！

❶ ボウルにＡを入れてよく混ぜ、食
べやすく切ったゆで干し大根を入
れて混ぜる。合わせたＢを入れ、
さっくりと混ぜる。

❷ アスパラは３～４cmくらいに切り、
穂先はトッピング用にする。

❸ シートを敷いた型に❶の半量を流
し入れ、アスパラとソーセージを
縦に長く並べ、残りの生地を入れ
る。アスパラの穂先とミニトマトを
表面にのせる。

❹ オーブン180℃、40～50分焼く。

作り方材 料 〈18×８×６cmパウンド型〉

● Ａ
 　卵  １コ
 　サラダ油  大さじ１（12g）
 　パルメザンチーズ（粉） 大さじ４（20g）
 　豆乳（無調整） 140cc
 　塩・こしょう  少々
● ゆで干し大根  15g
● Ｂ
 　米粉  60g
 　ベーキングパウダー  ３g
● アスパラガス  １束（６～10本）
● ウィンナーソーセージ  ２本
● ミニトマト（１/２に切る） ３コ

お米の新しい可能性米粉（１）

アスパラとトマトの米粉ケークサレ

理事会だより 開催日／令和７年２月27日（木）

● 第１号議案 令和７年度機構改革について
● 第２号議案 LPG供給事業の事業譲渡について
● 第３号議案  令和６年度常例検査に係る「検査結果の通知事項に対す

る改善状況報告」について
● 第４号議案 出資先（JA広島果実連株式会社）の株式売却について

● 第５号議案  信用事業方法書（金融機関等の業務の代理又は媒介）の一
部改正について

● 第６号議案 令和８年度（2026年度）新規職員採用方針について
● 第７号議案 組合員の出資口数の減少について

審議事項

ホ
ト
ケ
@
ト
サ
カ

ワ
イ
@
モ
ス
ク
ワ

イ
レ
モ
ノ
@
ラ
@

ト
@
ト
ガ
キ
@
コ

@
カ
@
タ
イ
ヨ
ウ

ハ
マ
グ
リ
@
モ
モ

カ
ス
ミ
@
ヤ
ギ
リ

二重マスの文字をA～Eの順に並べてできる言葉は何でしょうか?

タテのカギ

ヨコのカギ
①  富山湾でとれるものが有名な春の味覚。

青く光ります
②  茶わんのセットや重箱を数えるときに使

う言葉
③  手品、マジックともいいます
④  来週の火曜日――にもう一度来てください
⑥  祝い事につきものの魚

⑨  麻雀であがる前にかけることも
⑩  これが終わると新学期。入学式もあります
⑪  インクを付けて押します
⑬  テニスの試合で――の応酬が続いた
⑭  鬼さんこちら、手の鳴る――へ
⑯  よく×（バツ）と対比されます

②  タイヤにつないでシュコシュコ
⑤  柔道場に敷かれているもの
⑦  新しいクラスで――紹介をした
⑧  ――は友を呼ぶ
⑨  茶道では表千家、裏千家など
⑪  真新しい――を着て入社式に臨んだ

⑫  漢字で書くと枸橘、枳殻。春に白い花を
咲かせます

⑭  海のパイナップルと呼ばれる海産物
⑮  肥料の三要素は窒素、――酸、カリウム
⑯  パソコンの入力装置のひとつ
⑰  ４月のこと。――・フール

A CB D E
答え

１月号クロスワード当選者
（応募総数156通） 解答：リユウヒヨウ

尾道市吉和町 高田　寿男さん
尾道市西藤町 篠原　昭二さん
尾道市木ノ庄町 樋口　登世子さん
尾道市御調町 宮谷　佐智子さん
尾道市向東町 中井　寛さん
尾道市因島重井町 柏原　雅清さん
世羅郡世羅町 池田　瑠璃子さん

応募方法
はがきにパズルの答え、住所、氏名、年齢、電話番号をお書
きのうえご応募ください。正解者の中から抽選で、7名様に
賞品を進呈します。

※ お寄せいただいた個人情報は、プレゼントの抽選•当選発表•お
便りの発表以外には使用いたしません。

締め切り ３月末日　必着

あ て 先 〒722-0014　尾道市新浜一丁目10-31
JA尾道市総合企画部  組合員課

A
ウ

C
イ

B
グ

D
ス

先月号の解答

　小麦粉などで調理する際に、粉をうまく溶かし切れず残ってダマになってしまい、おいしく作
れなかった経験はありませんか。米粉は水との親和性が高くダマになりにくいため、小麦粉の代
わりに使うと粉をふるう必要がなく、料理の手間を省くことができます。
　米粉は油の吸収率が低く、フライ料理などに利用するとさっぱりとしたヘルシーな料理を作る
ことができ、サクサク感が長く続きます。味に癖がないため、各種調味料や食材との相性に優れ
ていて、和食・中華・洋食全てに合います。 

米粉でいつもの料理をもっとおいしく簡単に

健康食材活用レシピ集

※理事会議事録は、各支店・出張所に備え置きしております。
お願い JAへお電話をいただく際には、番号をお間違えのないようお願いいたします。JAへお電話をいただく際には、番号をお間違えのないようお願いいたします。 14



ももぞう ひろば

皆さんか
らのお便り待ってます！

孫
が
高
校
入
試
で
す
。
息
子
や
私
の
高
校
入

試
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
普
通
の
天

気
で
な
く
、
ど
し
ゃ
降
り
の
み
ぞ
れ
雨
や
雪
が
降

り
積
も
り
、
バ
ス
も
出
な
く
て
桟
橋
か
ら
２
時
間

近
く
歩
い
て
帰
り
ま
し
た
。
結
果
は
、
合
格
！
よ

く
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
い
つ
ま
で
農
業
が
出
来
る

か
と
言
っ
て
い
る
場
合
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
夢
も

希
望
も
大
き
く
、
孫
の
お
嫁
さ
ん
を
見
る
ま
で
は

元
気
で
い
な
く
て
は
、
ひ
孫
も
見
な
く
て
は
！

バ
ー
バ
が
ん
ば
れ
ー
！

【
尾
道
市
因
島
中
庄
町　

Ｍ
・
Ｍ
さ
ん
】

素
晴
ら
し
い
思
い
出
で
す
ね
！
ど
ん
な
過

酷
な
条
件
で
も
頑
張
っ
て
合
格
さ
れ
た
こ

と
、
本
当
に
素
晴
ら
し
い
で
す
。
お
孫
さ
ん
も
無

事
合
格
で
き
る
と
良
い
で
す
ね
。
ま
た
、
ま
だ
ま

だ
夢
や
希
望
を
持
ち
続
け
て
い
け
る
こ
と
が
素
敵

で
す
。
ひ
孫
さ
ん
に
会
う
ま
で
元
気
で
、
た
く
さ

ん
の
楽
し
い
思
い
出
を
作
り
続
け
て
く
だ
さ
い
！

応
援
し
て
い
ま
す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
、
バ
ー

バ
！

新
し
い
年
を
迎
え
、
新
た
な
気
持
ち
で
農
作

業
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
店
頭
に

並
ぶ
野
菜
の
高
騰（
家
計
の
た
め
）や
健
康
の
た
め

に
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

【
尾
道
市
向
東
町　

Ｓ
・
Ｉ
さ
ん
】

素
晴
ら
し
い
目
標
で
す
ね
。
新
し
い
年
を

迎
え
、
新
た
な
気
持
ち
で
農
作
業
に
取
り

組
む
の
は
と
て
も
有
意
義
な
こ
と
で
す
。
自
家
栽

培
の
野
菜
は
、
経
済
的
な
面
で
も
健
康
面
で
も
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
ぜ
ひ
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。

最
近
野
菜
の
値
段
が
高
い
で
す
。
や
は
り
気

候
が
不
安
定
だ
か
ら
で
し
ょ
う
ね
。
我
が
家

の
ミ
ニ
畑
に
は
、
大
根
と
小
カ
ブ
が
収
穫
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
お
り
喜
ん
で
い
ま
す
。
あ
と
は
か

つ
お
菜
と
今
年
は
パ
セ
リ
も
種
か
ら
芽
が
出
て
、

ち
ゃ
ん
と
食
卓
を
彩
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
自
然

の
力
っ
て
あ
り
が
た
い
で
す
。

【
尾
道
市
美
ノ
郷
町　

Ｈ
・
Ｔ
さ
ん
】

野
菜
の
値
段
が
高
く
な
っ
て
い
る
の
は
残

念
で
す
ね
。
し
か
し
、
ミ
ニ
畑
で
で
き
る

自
家
栽
培
の
野
菜
が
収
穫
で
き
、
家
庭
料
理
に
一

層
の
風
味
を
添
え
て
く
れ
る
こ
と
は
嬉
し
い
で
す

ね
。
努
力
が
実
を
結
ん
で
、
食
卓
が
豊
か
に
な
る

の
は
と
て
も
素
敵
で
、
自
然
の
力
は
本
当
に
あ
り

が
た
い
で
す
ね
。

先
日
、
白
い
蛇
の
夢
を
見
ま
し
た
。
金
運
が

ア
ッ
プ
す
る
と
い
わ
れ
る
ラ
ッ
キ
ー
な
夢
だ

と
内
心
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
と

あ
る
日
に
屋
根
に
つ
け
て
い
る
天
日
が
水
漏
れ
し

て
い
る
の
を
発
見
し
ま
し
た
。
ま
た
出
費
が
か
さ

む
と
天
国
か
ら
地
獄
へ
落
ち
た
気
分
で
し
た
。
ひ

と
と
き
の
夢
を
見
さ
せ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

【
尾
道
市
因
島
原
町　

Ｓ
・
Ｏ
さ
ん
】

そ
れ
は
本
当
に
残
念
で
し
た
ね
。
白
い
蛇

の
夢
が
幸
運
を
意
味
す
る
と
い
う
の
は
面

白
い
話
で
す
が
、
現
実
の
問
題
に
直
面
す
る
と
気

持
ち
が
落
ち
込
む
の
も
無
理
は
あ
り
ま
せ
ん
。
屋

根
の
水
漏
れ
の
修
理
が
必
要
な
の
は
痛
い
出
費
で

す
が
、
そ
れ
が
解
決
す
れ
ば
ま
た
運
気
が
上
が
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

広
報
誌
毎
月
楽
し
み
に
読
ん
で
い
ま
す
。
１

月
号
の
表
紙
が
正
月
に
と
て
も
合
い
、
可
愛

ら
し
く
飾
っ
た
絵
で
し
た
ね
。

【
世
羅
郡
世
羅
町　

Ｅ
・
Ｓ
さ
ん
】

い
つ
も
広
報
誌
を
ご
愛
読
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
１
月
号
の
表
紙
は
、

今
年
の
干
支
に
ち
な
ん
だ
貯
金
の
粗
品
の
「
に
ょ

ろ
吉
」（
貯
金
箱
）で
す
。
可
愛
い
と
言
っ
て
い
た

だ
き
、
私
も
嬉
し
い
で
す
。

昨
年
の
夏
は
猛
暑
、
秋
は
短
く
暖
か
く
、
冬

は
少
雨
で
秋
野
菜
が
不
良
で
価
格
高
騰
。
今

年
は
、
良
い
野
菜
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。
私
は
息

子
夫
婦
か
ら
い
た
だ
く
立
場
で
す
け
ど
…
…
や
は

り
新
鮮
野
菜
は
美
味
し
い
で
す
ね
。

【
尾
道
市
御
調
町　

Ｋ
・
Ｋ
さ
ん
】

確
か
に
昨
年
は
天
候
が
不
安
定
で
、
野
菜

の
価
格
も
影
響
を
受
け
ま
し
た
ね
。
新
鮮

な
野
菜
は
栄
養
価
も
高
く
、
美
味
し
さ
も
格
別
で

す
。
今
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
て
、
豊
作
に
な
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
息
子
さ
ん
夫
婦
が
育
て
る

野
菜
が
た
く
さ
ん
収
穫
で
き
る
と
良
い
で
す
ね
。

12
月
に
え
え
じ
ゃ
ん
尾
道
で
行
わ
れ
た「
え

え
じ
ゃ
ん
冬
の
大
感
謝
祭
」に
初
め
て
行
き

ま
し
た
。
中
で
も
お
米
の
す
く
い
ど
り
が
家
計
に

も
助
か
り
ま
し
た
。
次
回
も
開
催
さ
れ
た
ら
行
こ

う
と
思
い
ま
す
。

【
尾
道
市
御
調
町　

Ｃ
・
Ｉ
さ
ん
】

「
え
え
じ
ゃ
ん
冬
の
大
感
謝
祭
」で
の
楽
し

い
思
い
出
が
た
く
さ
ん
で
き
た
よ
う
で
、

特
に
お
米
の
す
く
い
ど
り
が
家
計
の
助
け
に
な
っ

た
の
な
ら
良
か
っ
た
で
す
。
次
回
も
開
催
さ
れ
た

ら
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

先
日
、
幸
い
に
も
親
戚
か
ら
紅
白
の
大
根
な

ど
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
我
が
家
で
千
枚
漬

け
を
作
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
千
枚
漬
け
は
12
月

に
も
漬
け
て
も
ら
っ
た
の
で
今
回
が
２
回
目
で

す
。
も
う
す
ぐ
食
べ
ら
れ
ま
す
。
カ
リ
カ
リ
、
コ

リ
コ
リ
、
シ
ワ
シ
ワ
と
楽
し
み
で
す
。

【
尾
道
市
高
須
町　

Ｈ
・
Ａ
さ
ん
】

そ
れ
は
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
！
自
家
製
の

千
枚
漬
け
は
、き
っ
と
格
別
な
お
味
で
し
ょ

う
ね
。
特
に
紅
白
の
大
根
を
使
う
と
見
た
目
も
華

や
か
で
、
お
正
月
の
雰
囲
気
が
さ
ら
に
引
き
立
つ

感
じ
が
し
ま
す
。
カ
リ
カ
リ
、
コ
リ
コ
リ
、
シ
ワ

シ
ワ
の
食
感
を
楽
し
み
な
が
ら
食
べ
る
の
が
待
ち

遠
し
い
で
す
ね
。

毎
日
朝
が
寒
い
で
す
。
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
の

灯
油
が
１
週
間
位
で
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
灯
油
も
高
く
な
っ
て
厳
し
い
で
す
。

【
尾
道
市
美
ノ
郷
町　

Ｔ
・
Ｈ
さ
ん
】

本
当
に
毎
日
寒
い
で
す
よ
ね
。
私
は
、
暖

房
器
具
を
一
切
使
わ
ず
布
団
に
包
ま
っ
て

寒
さ
を
し
の
い
で
い
ま
す
。

　広報誌３月号をお読みいただきありがとうございま
す。今月の特集は１年間の広報誌を振り返ってみました。
来月から紙媒体での発行は奇数月のみとなりますので、
来月はWEB版発行となります。ぜひ、JA尾道市のHPよ
りご覧いただけると幸いです。

編集後記 第20回「ももぞうひろば」は皆さまからのお便りでつくるページです。JAへのご意見・
ご要望、聞いてほしい話、絵ハガキや写真など､住所・氏名・フリガナを明記の
上、下記の宛先までドシドシご応募ください!
※文書の主旨を変えずに直したり、削ったりすることがございます。応募作品はお返しい
たしませんので、ご了承ください。匿名希望の場合は、イニシャル・ペンネーム等をお書き
ください。これらの記載がない場合は、イニシャルを掲載させていただきます。なお、投稿
に際して取得した個人情報は、承諾なく第三者に提供しません。

〒722-0014 尾道市新浜一丁目10-31
JA尾道市総合企画部  組合員課
E-mail：ja-kouho@ja-ono.hiroshima-janet.com

お便りのあて先

参考：日本米粉協会
「多彩な日本の米粉の世界」

クロス ー パ ルワ ド ズ ●出題：ニコリ 今月の
プレゼント

もちもちパンミックス
600ｇ（150ｇ×４）
7名様にプレゼント！

❶ ボウルにＡを入れてよく混ぜ、食
べやすく切ったゆで干し大根を入
れて混ぜる。合わせたＢを入れ、
さっくりと混ぜる。

❷ アスパラは３～４cmくらいに切り、
穂先はトッピング用にする。

❸ シートを敷いた型に❶の半量を流
し入れ、アスパラとソーセージを
縦に長く並べ、残りの生地を入れ
る。アスパラの穂先とミニトマトを
表面にのせる。

❹ オーブン180℃、40～50分焼く。

作り方材 料 〈18×８×６cmパウンド型〉

● Ａ
 　卵  １コ
 　サラダ油  大さじ１（12g）
 　パルメザンチーズ（粉） 大さじ４（20g）
 　豆乳（無調整） 140cc
 　塩・こしょう  少々
● ゆで干し大根  15g
● Ｂ
 　米粉  60g
 　ベーキングパウダー  ３g
● アスパラガス  １束（６～10本）
● ウィンナーソーセージ  ２本
● ミニトマト（１/２に切る） ３コ

お米の新しい可能性米粉（１）

アスパラとトマトの米粉ケークサレ

理事会だより 開催日／令和７年２月27日（木）

● 第１号議案 令和７年度機構改革について
● 第２号議案 LPG供給事業の事業譲渡について
● 第３号議案  令和６年度常例検査に係る「検査結果の通知事項に対す

る改善状況報告」について
● 第４号議案 出資先（JA広島果実連株式会社）の株式売却について

● 第５号議案  信用事業方法書（金融機関等の業務の代理又は媒介）の一
部改正について

● 第６号議案 令和８年度（2026年度）新規職員採用方針について
● 第７号議案 組合員の出資口数の減少について

審議事項

ホ
ト
ケ
@
ト
サ
カ

ワ
イ
@
モ
ス
ク
ワ

イ
レ
モ
ノ
@
ラ
@

ト
@
ト
ガ
キ
@
コ

@
カ
@
タ
イ
ヨ
ウ

ハ
マ
グ
リ
@
モ
モ

カ
ス
ミ
@
ヤ
ギ
リ

二重マスの文字をA～Eの順に並べてできる言葉は何でしょうか?

タテのカギ

ヨコのカギ
①  富山湾でとれるものが有名な春の味覚。

青く光ります
②  茶わんのセットや重箱を数えるときに使

う言葉
③  手品、マジックともいいます
④  来週の火曜日――にもう一度来てください
⑥  祝い事につきものの魚

⑨  麻雀であがる前にかけることも
⑩  これが終わると新学期。入学式もあります
⑪  インクを付けて押します
⑬  テニスの試合で――の応酬が続いた
⑭  鬼さんこちら、手の鳴る――へ
⑯  よく×（バツ）と対比されます

②  タイヤにつないでシュコシュコ
⑤  柔道場に敷かれているもの
⑦  新しいクラスで――紹介をした
⑧  ――は友を呼ぶ
⑨  茶道では表千家、裏千家など
⑪  真新しい――を着て入社式に臨んだ

⑫  漢字で書くと枸橘、枳殻。春に白い花を
咲かせます

⑭  海のパイナップルと呼ばれる海産物
⑮  肥料の三要素は窒素、――酸、カリウム
⑯  パソコンの入力装置のひとつ
⑰  ４月のこと。――・フール

A CB D E
答え

１月号クロスワード当選者
（応募総数156通） 解答：リユウヒヨウ

尾道市吉和町 高田　寿男さん
尾道市西藤町 篠原　昭二さん
尾道市木ノ庄町 樋口　登世子さん
尾道市御調町 宮谷　佐智子さん
尾道市向東町 中井　寛さん
尾道市因島重井町 柏原　雅清さん
世羅郡世羅町 池田　瑠璃子さん

応募方法
はがきにパズルの答え、住所、氏名、年齢、電話番号をお書
きのうえご応募ください。正解者の中から抽選で、7名様に
賞品を進呈します。

※ お寄せいただいた個人情報は、プレゼントの抽選•当選発表•お
便りの発表以外には使用いたしません。

締め切り ３月末日　必着

あ て 先 〒722-0014　尾道市新浜一丁目10-31
JA尾道市総合企画部  組合員課

A
ウ

C
イ

B
グ

D
ス

先月号の解答

　小麦粉などで調理する際に、粉をうまく溶かし切れず残ってダマになってしまい、おいしく作
れなかった経験はありませんか。米粉は水との親和性が高くダマになりにくいため、小麦粉の代
わりに使うと粉をふるう必要がなく、料理の手間を省くことができます。
　米粉は油の吸収率が低く、フライ料理などに利用するとさっぱりとしたヘルシーな料理を作る
ことができ、サクサク感が長く続きます。味に癖がないため、各種調味料や食材との相性に優れ
ていて、和食・中華・洋食全てに合います。 

米粉でいつもの料理をもっとおいしく簡単に

健康食材活用レシピ集

※理事会議事録は、各支店・出張所に備え置きしております。15



注文・お問い合わせは下記事業所まで
東尾道営農センター 0848-56-1231TEL 0848-38-2525FAX
尾道北営農センター 0848-29-9611TEL 0848-29-9612FAX
御 調 営 農 センタ ー 0848-76-2242TEL 0848-76-0422FAX
向 島 営 農 センタ ー 0848-44-2106TEL 0848-44-1715FAX
因 島 営 農 センタ ー 0845-25-6161TEL 0845-25-6160FAX

世 羅 営 農 センタ ー 0847-25-5029 TEL 0847-22-3804FAX
浦 崎 支 店 0848-73-3311TEL 0848-73-3313FAX
甲 山 支 店 0847-25-5035TEL 0847-22-5094FAX
世 羅 西 支 店 0847-37-7100TEL 0847-37-2165FAX
東 生 口 出 張 所 0845-28-0211TEL 0845-28-0212FAX

資材

❶種もみ消毒袋 85円
❷ ミラシート（0.3mm）

210cm×25m 10,430円
300cm×12.5ｍ 18,570円

カラー鋼管（トンネル支柱）
❸ N-8　11φ

W1.5×H75×2.4m 500円
❹ N-9　11φ

W1.8×H78×2.7m 560円

❺ 梨地ビニール　0.075mm×200cm×100m 32,990円
❻ カルネッコ（100枚入り） 7,650円

根を通さず透水性、通気性が抜群。培土の下敷に使うと
根が育苗箱から出ません。

❼ 全面　有孔ポリ　0.03×135cm×55m 2,510円
ハウスやトンネル内の高温多湿障害を防止する“孔あき農ポリ”。
苗代用にも最適です。

⓭ 黒丸君
20cm×200本 8,030円

20cm20cm

100cm100cm

20cm20cm

アグリシート
高い遮光性とハウス内や路地の防草用
シートや、ぬかるみ・泥はね防止用シー
トとして採用されています。

❽50cm×100m 8,950円
❾75cm×100m 13,430円
❿100cm×100m 17,900円
⓫150cm×100m 26,840円
⓬200cm×100m 35,790円

※すべて税込み価格です。

刃物研ぎ 東尾道営農センター 3月28日金～31日月
※天候により日時が変更となる場合があります。
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「
地
産
地
消
」と「

環
境
」に

配
慮
し
た
ベ
ジ
タ
ブ
ル

イ
ン
キ
を
使
っ
て
い
ま
す
。

氏 名 連絡先 ー ー

〒
住 所

注文番号 品 名 数 量

ええJAん!おのみち３月号　今月のオススメ購買品　ご注文用紙

注文の際は、TELまたは注文用紙をご持参ください。

持ち帰り　・　配達

注）配達はJA尾道市管内に限ります。配達日時につきましては、注文先へご確認ください。

購買品
今月のオススメ
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